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3 2

間
人
漁
港
か
ら
出
港
す
る 

　
　
　
　
　
　
底
曳
網
漁
船 

ズワイガニ（オス）の競り状況 

自分の持ち味である、スピードと積極的なプレーを 
活かしゴールを守りたいと決意表明をする荻野君 

ズワイガニ（メス）の競り状況 

　
峰
山
高
等
学
校
三
年
生
サ
ッ
カ
ー
部
の
荻
野
賢
次
郎
君
が
、
十
月
二
十
二
日
に
譛

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
正
式
に
Ｕ-

18 （
十
八
歳
以
下
）
の
日
本
代
表
に
指
名
さ

れ
、
二
〇
一
〇
年
に
あ
る
ア
ジ
ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ａ
Ｆ
Ｃ
）
Ｕ-

19 
選
手
権
大
会

の
予
選
ラ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
壮
行
会
が
十
月
二
十
六
日
、
同
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
Ｕ-

18
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
（
二
〇
一
一

年
に
開
催
さ
れ
る
「
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
）　
Ｕ-

20
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
の

出
場
を
目
標
と
し
た
チ
ー
ム
）
の
選
手
が
発

表
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
に
は
三
人
の
選

手
が
決
定
。
そ
の
一
人
に
荻
野
君
が
選
ば
れ

ま
し
た
。 

　
壮
行
会
で
は
、
全
校
生
徒
約
八
百
人
が
集

ま
り
、
茂
籠
（
も
ろ
）
宏
副
校
長
が
「
今
回

の
代
表
選
手
で
、
唯
一
高
等
学
校
か
ら
選
ば

れ
た
こ
と
は
、
全
国
の
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

部
員
に
目
標
や
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。
悔

い
の
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
。
生
徒
会
長
の
西
村
理
世
さ
ん
か
ら
「
活

躍
を
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
荻
野
君
は
「
み
な

さ
ま
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
日
本
代
表
と
し
て

日
本
の
ゴ
ー
ル
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
代
表
の

決
定
に
対
し
て
、
同
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
藤
原

公
平
監
督
は
「
六
月
に
行
わ
れ
た
日
本
代
表

候
補
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
後
か
ら
、

練
習
に
対
す
る
目
的
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
。

意
欲
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が
評
価
さ
れ

た
の
で
は
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
荻
野
君
は
、
十
一
月
二
日
〜
十
八
日
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
Ａ

Ｆ
Ｃ
　
Ｕ-

19
選
手
権
大
会
二
〇
一
〇
　
予

選
ラ
ウ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
Ｆ
」
の
第
一
試
合
に

出
場
す
る
な
ど
、
実
践
経
験
を
積
み
奮
闘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
環
境
と
資
源
に
配
慮
し
て
営

む
漁
業
に
与
え
ら
れ
る
世
界
的

な
認
証
制
度
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
（
海
洋

管
理
協
議
会
）
漁
業
管
理
認
証
」

を
取
得
さ
れ
て
い
る
市
内
の
六

隻
の
底
曳
（
そ
こ
び
き
）
網
漁

船
が
徹
夜
の
操
業
を
終
え
、
六

日
午
前
十
時
ご
ろ
続
々
と
帰
港
。

陸
揚
げ
さ
れ
た
カ
ニ
は
、
乗
組

員
や
帰
港
を
待
ち
わ
び
た
家
族
、

従
業
員
の
み
な
さ
ん
が
甲
羅
の

大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
足
の
長
さ
、

色
、
形
、
傷
の
有
無
な
ど
厳
し

い
目
で
選
別
し
鮮
度
を
保
つ
た

め
に
氷
を
敷
き
詰
め
た
シ
ー
ト

の
上
に
並
べ
ら
れ
る
と
、
競
り

場
一
面
が
カ
ニ
で
埋
め
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。 

　
午
後
一
時
、
競
り
人
の
威
勢

の
よ
い
掛
け
声
で
初
競
り
が
始

ま
る
と
、
仲
買
人
の
み
な
さ
ん

が
次
々
と
競
り
落
と
す
様
子
に
、

宿
泊
業
者
や
観
光
客
ら
の
視
線
は
、

く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
初
日
の
両
漁
港
の
漁
獲
量
は
、

雄
ガ
ニ
が
〇
・
九
七
㌧
（
約
千

四
百
匹
）、
雌
ガ
ニ
が
五
・
三
〇

㌧
（
約
三
万
千
六
百
匹
）。
雄
ガ

ニ
の
最
高
値
は
両
漁
港
と
も
に

五
匹
で
十
三
万
円
で
し
た
。 

　
カ
ニ
の
漁
期
は
、
雄
ガ
ニ
が

来
年
の
三
月
二
十
日
ま
で
、
雌

ガ
ニ
が
来
年
の
一
月
十
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
間
「
日

帰
り
漁
」
で
鮮
度
を
保
ち
な
が

ら
の
カ
ニ
漁
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　解禁前日の5日、好天に恵まれ波も穏やかな中、間人
漁港からは５隻の底曳網漁船が出港しました。午後8
時30分ごろには、ご家族などが同漁港で、今シーズン
最初のカニ漁の出港を見送られました。また、地元で
地域活性化に取り組んでいる「間人こころ実行委員会」
（今井龍代表・17人）により、100基の「こころ灯籠」が
道路から漁港内に並べられ、漁師のみなさんの安全
が祈願されました。 
　各漁船は丹後半島沖約25㌔で待機し、午前零時
の解禁と同時に一斉に網を入れて操業を開始しました。 

　山陰地方の日本海側（京都府・兵庫県・鳥取県・島根県）で水
揚げされたオスのズワイガニが「松葉がに」と呼ばれています。
また、「間人ガニ」や「越前ガニ」といった呼び方は、その地域で
捕れたズワイガニに「地域名」をつけて独自のブランド化を図っ
ています。 
　メスのズワイガニは、「セコガニ」や「コッペガニ」と呼ばれて
います。京丹後市観光協会のゆるキャラで知られる「こっぺちゃ
ん」はコッペガニからネーミングされています。 

　
京
都
府
北
部
の
カ
ニ
漁
の
解
禁

を
迎
え
た
十
一
月
六
日
、
間
人
漁

港
と
浅
茂
川
漁
港
で
、
捕
れ
た
て

の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
初
競
り
が
行
わ

れ
、
競
り
場
は
訪
れ
た
関
係
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。 

日
本
代
表
に
正
式
決
定 

!!
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教
　
　
　
育 

教
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平井文庫絵本の読み聞かせを実施 開所を祝してテープカット （中央・平井信子さん） 

多くの児童の成長を見守ってきた竹野小学校 

次の大会へ向けて一人ひとり、決意表明しました 
左から1区：能勢浩介君、2区：山本翔平君、3区：西牟田伊織君、4区：前田透要君、 
5区：岡田悠希君、6区：井上寛二君、 
登録メンバー［山下松高君、山下拓海君、芦田翼君］（府中学駅伝） 

人文字で竹野小学校の校章づくり 

両校の児童が給食で交流 

　
故
平
井
嘉
一
郎
さ
ん
は
、
電
子
部
品
製
造

会
社
の
ニ
チ
コ
ン
㈱
（
京
都
市
中
京
区
）の
創

業
者
と
し
て
、五
十
年
間
社
長
を
お
務
め
に

な
り
、平
成
十
三
年
に
九
十
三
歳
で
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
平
井
さ
ん
は
生
前
か
ら
、少
子

化
対
策
、子
育
て
支
援
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
遺
志
を
妻
の
信
子
さ
ん
が

引
き
継
が
れ
、今
回
、子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
の
図
書
購
入
費
と
し
て
多

額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
教
育

委
員
会
で
は
、い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
の
趣

旨
に
よ
り
、
約
七
百
冊
の
児
童
書
を
購
入
。

併
せ
て
大
宮
図
書
室
に
文
庫
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
た
め
の
書
棚
や
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
も
ご
寄

付
い
た
だ
き
、親
子
で
く
つ
ろ
い
で
読
書
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
空
間
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
約
七
十
人
の
親
子
が
集
ま
っ
た
開
所
式
で
、

中
山
市
長
が
「
平
井
さ
ん
の
温
か
い
大
き
な

心
で
形
に
な
っ
た
こ
の
文
庫
コ
ー
ナ
ー
で
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
寄
贈
者
の
信
子
さ
ん
か
ら
は
「
今

後
も
図
書
室
の
充
実
を
図
る
た
め
に
毎
年
、

図
書
を
増
や
し
た
い
。
そ
の
こ
と
が
、お
子
さ

ん
を
育
て
る
う
え
で
安
心
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

図
書
室
の
利
用
者
の
代
表
と
し
て
大
宮
町
周

枳
の
中
江
由
季
さ
ん
が
「
図
書
館
室
を
利
用

す
る
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

に
図
書
室
を
利
用
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
平
井
嘉
一
郎
文
庫
コ
ー
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、

図
書
館（
室
）の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

　ニチコン㈱の創業者である大宮町善王
寺出身の故平井嘉一郎さんのご遺志に
より、多額のご寄付をいただき、市立大宮
図書室（大宮町口大野）に「平井嘉一郎
文庫コーナー」を設置。その開所式が11
月3日、同図書室で行われました。 

　
同
駅
伝
大
会
は
、
六
区
間
一
八
・
五
㌔
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
を
果
た
し

た
高
龍
中
学
校
の
駅
伝
部
男
子
は
、
一
本
の

タ
ス
キ
を
胸
に
各
区
間
の
選
手
が
力
を
出
し

切
り
、
五
十
九
分
二
十
八
秒
の
タ
イ
ム
で
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
駅
伝
部
の
み
な
さ
ん
が
十
一
月

二
十
日
、
同
駅
伝
大
会
の
結
果
報
告
と
、
十

二
月
六
日
に
開
催
さ
れ
る
近
畿
中
学
校
総
合

体
育
大
会
・
駅
伝
競
走
の
部
（
兵
庫
県
三
木

市
）
お
よ
び
同
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
る
全

国
中
学
校
駅
伝
大
会
（
山
口
県
山
口
市
）
へ

の
出
場
を
報
告
す
る
た
め
、
中
山
市
長
を
表

敬
訪
問
。
中
山
市
長
か
ら
「
高
龍
中
学
校
の

駅
伝
の
強
さ
の
秘
訣
は
」
の
問
い
に
、
能
勢

浩
介
主
将
は
「
チ
ー
ム
内
で
譲
り
合
い
が
な

い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
競
い
合
い
な
が
ら
練

習
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
多
く
の
か

た
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
優
勝
で
き
ま

し
た
。
近
畿
、
全
国
大
会
で
は
京
都
、
丹
後

の
代
表
と
し
て
全
力
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と

両
大
会
へ
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。 

 

第
六
十
回
京
都
府
中
学
校
男
子
駅
伝
競
走

大
会
が
、
十
一
月
十
五
日
、
丹
波
自
然
運

動
公
園
（
京
丹
波
町
）
で
開
催
さ
れ
、
高

龍
中
学
校
の
駅
伝
部
男
子
が
、
三
年
ぶ
り

三
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

来
年
四
月
の
統
合
に
向
け 

す
で
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
始
ま
る 

来
年
四
月
の
統
合
に
向
け 

す
で
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
始
ま
る 

母校の想い出づくり 

全校児童が給食交流会 

　竹野小学校の児童の保護者や地域の
かたが話し合い、来年閉校する小学校
の思い出を残そうと、記念航空写真を
撮ることを決定。晴天の 10 月 21 日、
在校児童と教職員、保護者や地域のか
た170人が、竹野小学校の「校章」で
ある六角形の星形を型に人文字をつく
りました。 

　交流行事のひとつとして、竹野小学
校の全校児童と間人小学校全校児童と
の交流給食会が、11月 4日、間人小学
校ランチルームで行われました。学年
ごとに分けられたテーブルに間人小学
校の児童が竹野小学校の児童を招き入れ、
お互い、にぎやかに昼食を楽しみました。 

           

　
　
　
丹
後
市
立
学
校
条
例
の
一

　
　
　
部
改
正
案
が
九
月
定
例
市

議
会
で
可
決
さ
れ
、
竹
野
小
学
校

を
平
成
二
十
二
年
四
月
に
間
人
小

学
校
へ
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
竹
野
小
学
校
の
児

童
数
は
二
十
五
人
で
五
、
六
年
生

が
複
式
学
級
、
平
成
二
四
年
度
に

は
複
数
の
学
年
が
複
式
学
級
と
な

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

統
合
に
伴
い
、
平
成
二
十
二
年
度

の
間
人
小
学
校
の
児
童
数
は
百
五

十
六
、
学
年
別
で
は
一
年
生
が
十

九
人
、
二
年
生
が
二
十
二
人
、
三

年
生
が
二
十
五
人
、
四
年
生
が
三

十
三
人
、
五
年
生
が
三
十
人
、
六

年
生
が
二
十
七
人
と
な
り
ま
す
。 

　 

  

　
　
　
成
十
九
年
七
月
に
丹
後
地

　
　
　
域
で
も
学
校
再
配
置
検
討

分
科
会
が
設
置
さ
れ
、「
子
ど
も

の
成
長
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
教

育
環
境
が
よ
い
の
か
」
と
い
う
視

点
で
七
回
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
市
全
体
の
学
校
再
配

置
検
討
委
員
会
で
も
十
回
に
わ
た

り
慎
重
に
審
議
い
た
だ
き
、
平
成

二
十
年
十
一
月
に
答
申
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

　
そ
の
答
申
を
も
と
に
そ
の
後
、

教
育
委
員
会
で
は
「
学
校
再
配
置

計
画
」
を
作
成
し
て
説
明
会
を
開

催
。
さ
ら
に
市
と
市
教
委
で
「
学

校
再
配
置
基
本
計
画
」
素
案
を
作

成
し
、
再
び
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
全
体
の
動
向
の

中
で
、
竹
野
小
学
校
の
複
式
学
級

は
、
丹
後
地
域
の
同
分
科
会
な
ど

で
も
早
急
に
解
消
す
る
べ
き
と
い

う
意
見
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
、
教

育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年

四
月
の
統
合
に
向
け
て
、
竹
野
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関
係
地
域
の
み
な

さ
ん
の
統
合
へ
の
思
い
を
確
認
し

な
が
ら
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

統
合
に
際
し
て
、
教
員
の
適
切
な

配
置
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の

設
置
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
配
備
な

ど
の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。 

　 

 

　
　 

　
　
　
年
四
月
か
ら
お
互
い
の
児

　
　
　
童
が
仲
よ
く
で
き
る
よ
う

に
竹
野
小
学
校
と
間
人
小
学
校
で

は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
校
児

童
を
対
象
に
し
た
行
事
や
、
学
年

ご
と
に
分
け
て
の
学
習
も
統
合
ま

で
に
行
い
ま
す
。
十
一
月
十
日
時

点
で
は
、
一
年
生
で
は
生
活
科
目

授
業
で
落
ち
葉
拾
い
な
ど
の
「
秋

さ
が
し
」
行
わ
れ
、
四
年
生
で
は

網
野
郷
土
資
料
館
へ
の
社
会
見
学

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
児
童
間
の
交

流
を
深
め
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　 

 

　 　
　
　
内
全
体
の
学
校
再
配
置
の

　
　
　
今
後
の
動
き
と
し
て
、
現

在
実
施
中
の
耐
震
診
断
の
結
果
を

踏
ま
え
、
学
校
再
配
置
計
画
を
再

検
討
し
、
説
明
会
や
広
報
な
ど
を

通
し
、
各
校
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関
係

地
域
の
み
な
さ
ん
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
耐
震
診
断
の

結
果
が
出
そ
ろ
う
の
が
、
ど
う
し

て
も
年
末
か
ら
年
度
末
に
な
り
ま

す
の
で
、
計
画
の
再
検
討
案
が
策

定
、
ご
説
明
で
き
る
の
は
本
年
度

末
前
後
以
降
と
な
る
見
込
み
で
す
。 

　
ま
た
、
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
研
究
し
、
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。 

 

 

京
都
府
中
学
校
駅
伝
で

京
都
府
中
学
校
駅
伝
で 

　
　
　
　
　
三
度
目

　
　
　
　
　
三
度
目
の

優
勝
優
勝 

京
都
府
中
学
校
駅
伝
で

京
都
府
中
学
校
駅
伝
で 

　
　
　
　
　
三
度
目

　
　
　
　
　
三
度
目
の

優
勝
優
勝 

京
都
府
中
学
校
駅
伝
で 

　
　
　
　
　
三
度
目
の

優
勝 

京 

交
流
学
習
で 

み
ん
な
が
仲
間 

来 

統
合
の
経
過 

平 

　
　
来
年
四
月
か
ら 

　
　
竹
野
小
学
校
を 

間
人
小
学
校
に
統
合 

 

未来をひらく子どもたちへ 未来をひらく子どもたちへ 未来をひらく子どもたちへ 
平井嘉一郎文庫コーナー開設 

市立大宮図書室内 

高
龍
中
学
校
駅
伝
部
（
男
子
） 

全国中学駅伝へ 

全
体
の
学
校 

再
配
置
の
動
き 

市 
学校再配置 

子
ど
も
が
主
役

子
ど
も
が
主
役 
子
ど
も
が
主
役 
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産
　
業
　
祭 

産
　
業
　
祭 

　10月・11月には、各地域で産業祭や文化祭などが開催され、それぞれの地域で“京丹後の秋”が華やかに彩

られました。各地域とも伝統や特色あるさまざまな催しが行われ、活気と多くの人出でにぎわいました。 

　「みんなで創ろう、元気な大宮」
をコンセプトに、環境にやさしい手
づくりのイベントとして、元気な人、
文化、産業など、まちを発信。村づ
くり委員会・商工会などによる「屋
台村」や、積み木体験コーナー、各
種ステージでの催しなどで、大いに
にぎわいました。 

　「見て楽しい・買ってうれしい一万人
のフリーマーケット～元気 印 久美浜」
をメインテーマに開催。農林水産物の
展示・即売をはじめ恒例の大漁鍋や山
賊鍋がそれぞれ600食ずつ無料で振る
まわれるなど大盛況。 
　また、釣り堀や梨の皮むき競争など
も催され、多くの来場者が地域の魅力
を存分にたん能されました。 

　今年が初めての開催となる「京丹
後商工祭」を、丹後・知恵のものづ
くりパーク（峰山町荒山）で２日間
にわたり実施。網野高等学校新体操
部のみなさんによるアクロバットシ
ョーや、「丹後天下一武道会」と称
したテレビゲーム大会などで、会場
は終始盛り上がっていました。 

　弥栄町内で収穫された新鮮な
野菜や特産品を、軽トラックで
持ち込み販売する「軽トラ市」
を開催。ステージでは「よさこ
い踊り」の披露やもちまきのほ
か、丹後あじわいの郷による大
ビンゴ大会も開催され、活気に
あふれました。 

11月7日・8日 

11月1日 

10月25日 

11月1日 

（大宮庁舎周辺） 

京丹後商工祭 
（丹後・知恵のものづくりパーク） 

2009気張る！ふるさと祭り 
（丹後庁舎周辺） 

　新鮮な地元の物産がずらりと並ぶ即売コ
ーナーやフリーマーケットのほか、城嶋太
鼓や地元アマチュアバンド、間人中学校ブ
ラスバンドのステージが披露されるなど、
大いににぎわいました。 
　会場では、地元産キスのつみれの入った
モヤイ鍋が、丹後町漁業協同組合のみなさ
んによりふるまわれるなど、参加されたか
たは旬の味覚を堪能されました。 （アメニティー久美浜公園） 

第19回 
　久美浜まるかじりまつり 

おおみや 
生き活きフェスタ2009

　京丹後市内のよさこいチームが会して、
色とりどりの衣装でパフォーマンスを披露。 
　また、京丹後市商工会女性部のみなさ
んが染め上げた丹後ちりめんを使った、
ちりめんの産地をＰＲする看板がお目見
えしたほか、七五三を迎えるお子さんの
着物ショーなども開催され、観客を魅了し
ました。 

10月25日 

（大宮織物ホール周辺） 

ちりめん丹後夢よさこい 

11月15日 
09 弥栄秋の祭典（収穫祭） 

（丹後あじわいの郷） 

京丹後の秋 京丹後の秋 
～各地域で産業祭・文化祭を開催～ ～各地域で産業祭・文化祭を開催～ ～各地域で産業祭・文化祭を開催～ 

魅力あふれる 魅力あふれる 
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　同日、市観光協

会や市商工会など

が参加する「丹後

あじわいの郷協力

会」が発足しました。 

　同協力会は、人・

物・情報の交流拠点である丹後あじわいの郷を地域を

挙げて活用し、農林水産業や観光産業、織物産業な

どのさまざまな地域の魅力を結集・発信して、丹後地

域の活性化を推進することを目的としています。 

　今後は、講演会の開催などをとおして、地元産業の

魅力の発信や、ふれあい・交流の場づくりに取り組む

こととしています。 

フォーラム終了後には、猪肉や鹿肉など
の地元食材を活用した、丹後あじわいの
郷の料理の試食会が行われました。 

パネルディスカッション「極上のふるさと観光づくり」 

推進協議会事務局を開設しました 
お問い合わせ先：琴引浜鳴き砂文化館（蕁72-5511） 

　
市
で
は
、
市
域
の
豊
富
な
観
光
資
源
を

活
か
し
た
観
光
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、

今
年
三
月
に
「
京
丹
後
市
観
光
立
市
推
進

条
例
」
を
制
定
、
六
月
に
は
「
京
丹
後
市

観
光
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
観
光
業
者

の
み
な
ら
ず
各
関
係
業
界
、
市
民
の
み
な

さ
ん
な
ど
が
観
光
立
市
の
実
現
と
い
う
共

通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、「
極
上
の
ふ
る
さ

と
観
光
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
始
め
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、 

網
野
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
坂
上
英
彦
教
授
に
よ
る
講
演
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
か
た
七
人
が
意
見
を

交
換
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
と
お
し
て
、
約
二
百
人
の
参
加
者
が

丹
後
の
活
性
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
思
い

を
巡
ら
せ
ま
し
た
。 

　
坂
上
教
授
に
よ
る
「
丹
後
の
ふ
る
さ
と
観

光
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
で
は
、「
今
ま

で
の
観
光
は
、（
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
）

見
て
す
で
に
知
っ
て
い
る
も
の
を
確
認
し
に

行
く
、
い
わ
ゆ
る
『
確
認
観
光
』
が
主
だ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
地
に
暮
ら
す
人
々

の
生
活
の
豊
か
さ
を
味
わ
い
、
す
ば
ら
し
さ

を
発
見
し
に
行
く
『
生
活
観
光
』
の
時
代
だ
」

と
し
た
う
え
で
、「
丹
後
は
ほ
ん
ま
も
ん
の

ふ
る
さ
と
が
あ
る
恵
ま
れ
た
地
域
。
特
に
食

の
素
材
は
世
界
で
も
か
な
り
の
レ
ベ
ル
に
あ

る
。
〝
味
の
極
上
地
づ
く
り
〞
を
め
ざ
し
て

い
こ
う
」
と
丹
後
の
観
光
の
可
能
性
を
強
調

さ
れ
ま
し
た
。 

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
全
国
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
、
京
丹
後
　 

お
か
み
さ
ん
の
会
、
京
た

ん
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
、
京
丹
後
市
き
も
の

交
流
会
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
京
丹
後

市
観
光
協
会
、
京
丹
後
市
商
工
会
の

各
代
表
の
み
な
さ
ん
が
、
丹
後
地
域

の
観
光
に
関
す
る
取
り
組
み
の
今
後

の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
。 

　「
市
内
各
地
に
た
く
さ
ん
の
い
い

も
の
が
点
在
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ

れ
ら
を
線
で
結
ん
で
く
れ
る
人
が
い

な
い
。
だ
れ
が
結
ん
で
く
れ
る
の
か

と
考
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
市
民
だ
け

で
は
な
く
、
行
政
も
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
こ
れ
か
ら
は
特
に
必
要
」 

　「
我
々
（
旅
行
社
）
が
い
く
ら
旅

行
客
に
受
け
そ
う
な
企
画
を
考
え
た

と
こ
ろ
で
、
ま
っ
た
く
外
れ
て
し
ま

う
。
や
は
り
お
客
さ
ん
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
大
事
。
丹
後
は
売
れ
る
要

素
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
あ
と
は
ど

ん
な
テ
ー
マ
を
設
け
て
ど
う
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
何
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
く
か
だ
」

と
い
っ
た
建
設
的
な
意
見
が
多
数
出
さ
れ
た

ほ
か
、
各
分
野
間
の
連
携
の
必
要
性
も
叫
ば

れ
る
な
ど
、
非
常
に
中
身
の
あ
る
議
論
と
な

り
ま
し
た
。 

 

　
昨
年
十
二
月
、
山
陰
海
岸
が

地
質
学
的
に
重
要
な
地
層
や
地

形
を
有
し
て
い
る
と
と
も
に
、

そ
の
保
全
や
活
用
な
ど
が
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
が
誕
生
し
て
か
ら
一
年
。

小
・
中
学
生
へ
の
体
験
学
習
や

幾
度
に
も
わ
た
る
ジ
オ
ツ
ア
ー

の
実
施
な
ど
、
関
係
者
の
み
な

さ
ん
の
地
道
な
努
力
の
結
果
、

十
月
二
十
八
日
、
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
推
薦

機
関
と
な
っ
て
い
る
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
（
委
員
長
・
尾

池
和
夫
国
際
高
等
研
究
所
長
）
は
、

今
年
度
全
国
で
唯
一
、
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
の
候
補
地
に
認
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
決
定
を
受
け
、
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
（
会

長
・
中
貝
宗
治
豊
岡
市
長
）
は
、

十
二
月
一
日
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
申
請

書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
推
進
協
議
会
で
は
、

よ
り
広
域
的
な
連
携
お
よ
び
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
に
兵
庫
県
豊
岡
総
合
庁
舎
（
豊

岡
市
）
内
に
専
用
の
事
務
局
を

開
設
し
て
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
来
年
五
月
以
降
に

予
定
さ
れ
て
い
る
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
現

地
審
査
も
視
野
に
入
れ
、
地
質

遺
産
に
物
語
性
を
持
た
せ
て
分

か
り
や
す
く
案
内
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
、
総

合
案
内
板
の
設
置
な
ど
の
活
動

を
進
め
る
と
と
も
に
、
ジ
オ
パ

ー
ク
活
動
を
と
お
し
て
地
域
経

済
の
活
性
化
と
環
境
保
全
・
推

進
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
や
観
光
業
者
、
そ
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
、
お
も
て
な
し
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
十
月
二
十
三
日
、
丹
後
あ
じ
わ

い
の
郷
（
弥
栄
町
鳥
取
）
で
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
京
丹
後
」（
京
丹
後
市
観

光
協
会
な
ど
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

　
「
極
上
の
ふ
る
さ
と
観
光
づ
く
り
」 丹後あじわいの郷協力会　発足 

記
念
講
演
「
丹
後
の
ふ
る
さ
と
観
光
」 

『
極
上
の
ふ
る
さ
と
観
光
づ
く
り
』で 

　
　
　
　
　
　
観
光
立
市
の
実
現
を
！ 

市
民 

総
出 

の 

宿 

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
、 

　
　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
申
請
を
決
定
。 
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
、 

　
　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
申
請
を
決
定
。 

　「
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
だ
っ
た
時
代
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま

で
の
経
過
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
海
岸
」
と
賞
さ
れ
る
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
候
補
地
と
し
て
認
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、
十
二
月
一
日
、

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
加
盟
申
請
し
ま
し
た
。 

　「
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
だ
っ
た
時
代
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま

で
の
経
過
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
海
岸
」
と
賞
さ
れ
る
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
候
補
地
と
し
て
認
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、
十
二
月
一
日
、

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
加
盟
申
請
し
ま
し
た
。 

国の天然記念物・名勝に指定され、鳴き砂で有名な

琴引浜。その鳴き砂をテーマにした「琴引浜鳴き

砂文化館」では、今春からジオパークコーナーを設

置し、山陰海岸ジオパークを分かりやすく説明した

パネルや京丹後市内の地質遺産で採取した岩石な

どを展示しています。また、鳴き砂をとおしてジオ（地

球・大地）の魅力を聴覚で感じるという貴重な体験

もできますので、ぜひ一度お出かけください。 

琴引浜鳴き砂文化館にジオパークコーナー 
推
進
協
議
会
事
務
局
を
開
設 

「
世
界
の
公
園
」
へ
の
大
き
な
一
歩 

観
光
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
京
丹
後 

開
催 

観
光
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
京
丹
後 

開
催 

inin
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都
市
農
村
交
流 

設立総会で 
あいさつをする 
吉浪会長 

市
内
の
生
産
者
と
笑
顔
で
交
流 

会
社
運
営
の
実
情
を
説
明 

市内観光施設の代表者などによるパネルディスカッション 

全国各地の農家民泊の事例を紹介する井上弘司さん 

　
都
市
の
人
々
が
農
山
漁
村
に
滞
在
し
て
、
稲
刈
り
や
野
菜
の
栽
培
体
験

を
通
じ
て
、
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
楽
し
む
「
農
家
民
泊
」
に

つ
い
て
話
し
あ
う
セ
ミ
ナ
ー
が
、
十
一
月
十
一
日
、
京
丹
後
市
農
山
漁
村

体
験
型
協
議
会
（
由
利
進
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
大
宮
町
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、
講
演
や
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
討
論

会
）
が
行
わ
れ
、
参
加
者
約
六
十
人
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　設立総会のあと、「インスフィアファームの生い立ちと経
営戦略について」と題した講演を実施されました。 
　同社は、ミズナやコマツナなどの葉物野菜の幼葉の「ベ
ビーリーフ」を生産・販売されており、販売開始から 1年
半で月間売上高 280万円を上げています。講演の中で、商
品開発での客のニーズの把握や価格設定においては原価（材
料費・労務費・設備費）を推測し商品原価を計算すること
が必要であるなど、経営戦略の流れと人材の発掘・育成に
ついて、分かりやすく話されました。 

　 

 

 

　 　
京
丹
後
市
内
に
は
、
合
併

前
か
ら
各
町
に
認
定
農
業
者

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
農
家
組

織
が
あ
り
、
各
町
ご
と
に
特

徴
あ
る
農
業
を
展
開
し
て
い

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
京
丹
後
市
発
足
後
、

旧
町
の
認
定
農
業
者
組
織
は

活
動
が
衰
退
し
、
情
報
交
換

の
場
と
な
る
横
の
つ
な
が
り

や
統
一
し
た
農
家
の
提
言
、

要
望
を
取
り
ま
と
め
る
枠
組

み
が
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
広
域
合
併
を
機
に
、
丹
後

の
農
業
に
つ
い
て
も
旧
町
の

枠
を
超
え
て
市
レ
ベ
ル
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
現
在
の
農

業
・
農
政
の
流
れ
に
立
ち
遅
れ
る

の
で
は
と
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
認
定
農
業
者
で
あ

る
、
丹
後
町
の
野
木
武
さ
ん
や
網

野
町
の
野
村
拓
也
さ
ん
な
ど
が
、

市
内
の
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農

登
録
組
織
に
呼
び
か
け
、
認
定
農

業
者
な
ど
を
中
心
に
、
組
織
化
の

た
め
の
話
し
合
い
を
進
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。 

   

　 　
同
会
議
は
、
会
員
の
農
業
経
営

の
改
善
を
支
援
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
お
よ
び
食
育
活
動
の
推

進
に
取
り
組
み
、
京
丹
後
市
全
体

の
農
業
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
代
会
長
に
選
ば
れ
た
吉
浪
芳

郎
会
長
は
「
会
員
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
、
お
互
い
励
ま
し
合
い
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
丹
後
の
農
業

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
い
き

た
い
」
と
活
動
へ
の
意
気
込
み
を

話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
議
に
は
、
十
一
月
十
日
現

在
で
、
市
内
全
体
の
認
定
農
業
者

百
五
十
三
人
の
う
ち
六
十
人
が
加

入
、
ま
た
集
落
営
農
登
録
組
織
は

市
内
全
体
の
十
八
組
織
の
う
ち
六

組
織
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
同
会
議
は
農
家
の
共
通

課
題
へ
の
取
り
組
み
や
会
員
相
互

の
情
報
交
換
、
行
政
に
対
す
る
政

策
提
言
を
取
り
ま
と
め
る
場
と
し

て
活
動
さ
れ
る
と
と
も
に
商
工
関

係
の
団
体
と
連
携
し
て
、
新
た
な

流
通
の
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
や

市
全
体
の
収
穫
祭
を
企
画
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

　 

 

　
基
調
講
演
は
、
国
土
交
通
省

の
観
光
カ
リ
ス
マ
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
地
域
再
生
診
療
所
の
井

上
弘
司
所
長
が
「
地
域
の
元
気

を
紡
ぐ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
題
し
実

施
。
井
上
所
長
は
「
京
丹
後
型

の
ツ
ー
リ
ズ
ム（
滞
在
体
験
型
余

暇
活
動
）
は
ど
う
い
う
方
向
を

め
ざ
し
て
い
る
の
か
を
み
ん
な
で

話
し
合
い
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
。

地
域
の
魅
力
を
都
市
へ
向
け
き

ち
ん
と
情
報
発
信
す
る
こ
と
が

必
要
で
そ
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し

て
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
若
者
が

働
け
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
京
丹
後
型
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
め
ざ
す
べ
き
姿
」
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。 

　 

 

　 　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
永

田
麻
美
さ
ん
の
進
行
で
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
者
六
人
﹇
京
丹

後
市
内
か
ら
、
由
利
進
さ
ん（
体

験
工
房
「
季
楽
里
（
き
ら
り
）
」

代
表
）
、
日
達
ゆ
み
子
さ
ん
（
農

家
民
宿
「
温
古
里
（
ほ
っ
こ
り
）
」

代
表
）
、
猪
隼
一
雄
さ
ん（
「
宇
川

温
泉
よ
し
野
の
里
」
企
画
開
発

室
室
長
）
﹈
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

状
況
を
発
表
さ
れ
、「
地
域
の
か

た
を
引
き
込
ん
で
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

な
ど
、
京
丹
後
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ

の
展
開
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見

交
換
さ
れ
ま
し
た
。 

　市内の農業収穫体験や生産者との交流を図る取り組みが、
10月 24日・25日の 2日間、京都府立医科大学（京都市
上京区）と京都府立大学生活協同組合（京都市左京区）
の共同で実施され、同大学の学生28人が、京丹後市内を
中心に生産者のかたとの交流を図りました。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
春
よ

り
府
立
医
科
大
学
生
協
の
レ
ス
ト

ラ
ン
や
売
店
で
販
売
す
る
弁
当
に

使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
「
京
丹

後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
タ
マ
ネ

ギ
」
な
ど
の
農
産
物
を
、
毎
日
食

べ
て
い
る
生
協
会
員
と
生
産
者
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
農
業
や
酪
農

お
よ
び
食
の
安
全
へ
の
関
心
を
深

め
よ
う
と
、
農
業
体
験
・
収
穫
体

験
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
（
入
江
静

夏
会
長
）
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

　
生
産
者
で
あ
る
京
丹
後
市
内
の

農
家
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

産
者
と
の
交
流
体
験
を
企
画
し
、

ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
収
穫
体
験
、
酪

農
農
家
で
は
バ
タ
ー
づ
く
り
に
も

挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
さ
れ
た
学
生
の
か
た
は
「
初

め
て
の
体
験
で
楽
し
い
」、「
焼
き

芋
が
甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
」
な

ど
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
生
産
者
の
か
た
か
ら
は
「
こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
は
、
生
産
者

に
も
い
い
刺
激
に
な
る
」、「
食
の

安
心
・
安
全
が
重
要
と
な
る
中
で
、

本
当
に
い
い
も
の
を
つ
く
り
、
提

供
し
て
い
き
た
い
」
と
農
産
物
の

生
産
に
対
す
る
思
い
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

「
農
」「
畜
」「
食
」
を
学
ぶ 

農
家
組
織
の 

　
　
　
一
本
化 

丹後の農業に 
　　　　新たな風を 

　
市
内
の
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
登
録
組
織
で
構
成
さ
れ
る
「
京
丹
後
市
農
業
経
営
者
会

議
」
の
設
立
総
会
が
、
十
一
月
十
日
、
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
（
弥
栄
町
鳥
取
）
で
開
催
れ
、

同
会
議
に
賛
同
す
る
会
員
の
か
た
の
農
業
経
営
の
改
善
を
支
援
す
る
こ
と
や
食
育
活
動
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
み
、
市
内
の
農
業
振
興
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

京
丹
後
型
農
家
民
泊
を
考
え
る 

丹
後
の
農
業
の 

可
能
性
を
探
る 

㈱インスフィアファーム 
　代表取締役社長 

　松 井 信 吾 さん 

実 践 報 告 実 践 報 告 

農
家
民
泊
セ
ミ
ナ
ー 

開催 

基 

調 

講 

演 

パ
ネ
ル 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

府立医大が体験交流を企画 
生産者とのふれあい 生産者とのふれあい 

農
業
所
得
の
向
上
に
期
待
！

農
業
所
得
の
向
上
に
期
待
！ 

農
業
所
得
の
向
上
に
期
待
！ 

京
丹
後
市

京
丹
後
市 

　
　
農
業
経
営
者
会
議

　
　
農
業
経
営
者
会
議 
京
丹
後
市 

　
　
農
業
経
営
者
会
議 

設立 設立 
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旬の野菜や果物、加工品がずらり 

「日本染織紀行」の催し会場入口正面に設けられた丹後ブース 

▲展示販売ブースでの 
　接客 

きものファッションショー 

▲
 

▲「日本染織紀行」 
　　の会場内 

ふりしきる雨の中、丹後ちりめんの始祖森田翁の遺徳をしのび参拝 

　
同
朝
市
は
、
市
内
の
農
水
産
物
や
そ

の
加
工
品
の
生
産
者
で
組
織
さ
れ
る
「
京

丹
後
朝
市
の
会
」（
平
林
衛
代
表
）
の

主
催
に
よ
り
開
催
。
京
丹
後
の
優
れ
た

食
材
な
ど
を
、
地
元
の
か
た
や
観
光
客

の
み
な
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
産

物
の
お
い
し
さ
や
安
全
性
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
、

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
五
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
市

内
の
十
九
団
体
が
、
白
菜
、
大
根
、
カ

ニ
な
ど
の
新
鮮
で
旬
な
農
水
産
物
の
ほ

か
、
漬
物
や
味
噌
、
干
物
と
い
っ
た
加

工
品
な
ど
、
生
産
者
こ
だ
わ
り
の
産
物

を
ず
ら
り
と
出
品
。
威
勢
の
よ
い
掛
け

声
が
飛
び
交
う
な
ど
、
朝
市
な
ら
で
は

の
活
気
や
触
れ
あ
い
を
楽
し
む
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
平
林
代
表
は
「
品
揃
え
や
商
品
レ
ベ

ル
は
年
々
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

回
は
観
光
客
の
か
た
も
多
く
、
丹
後
の

食
材
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。
京
丹
後
に

は
海
の
幸
、
山
の
幸
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
伝
え
、
京
丹
後
の
お
い
し
さ
を

ま
る
ご
と
出
せ
る
朝
市
に
し
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
で
は
、
生
産
者
な
ど
が
消
費
者

と
対
面
販
売
す
る
こ
と
で
、
直
売
活
動

の
活
性
化
や
地
産
地
消
の
推
進
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
さ
ら
に
参

加
団
体
を
増
や
し
、
継
続
し
て
同
朝
市

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　市内で生産されたさまざまな食材や加工品を、生産者など
が直接販売し、旬の味覚や安心・安全な食材を提供する「朝
市直売マーケット『きょうたんご』」が、11月 15日、JA京
都峰山支店駐車場（峰山町新町）で開催され、約3,000人の
人出でにぎわいました。 

　
日
本
染
織
文
化
博
覧
会
は
、「
着
物
文
化

の
復
興
」
を
掲
げ
て
、
日
本
織
物
中
央
卸

商
業
組
合
連
合
会
な
ど
全
国
の
染
織
関
連

七
団
体
と
百
貨
店
な
ど
が
初
め
て
連
携
・

協
力
し
て
企
画
さ
れ
た
画
期
的
イ
ベ
ン
ト
で
、

き
も
の
の
伝
統
的
な
染
織
技
術
を
多
角
的

に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
十
月
二
十

一
〜
二
十
八
日
、
東
京
日
本
橋
界
隈
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
期
間
中
は
、
日
本
全
国
の
代
表
的
な
染

織
産
地
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
作
品
が
一
堂

に
会
す
る
展
示
会
や
、
一
般
の
か
た
に
き

も
の
を
試
着
し
て
い
た
だ
く
体
験
イ
ベ
ン
ト
、

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
や
着
こ
な
し
を
競
う
き

も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
き
も
の
パ

レ
ー
ド
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

　
丹
後
の
織
物
業
界
、
二
市
二
町
、
京
都

府
お
よ
び
丹
後
の
商
工
関
連
団
体
で
組
織

す
る
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
催

委
員
会
（
会
長
・
丹
後
織
物
工
業
組
合
　

渡
邊
正
義
理
事
長
）
で
は
今
回
、
同
博
覧

会
の
催
事
の
一
つ
で
、
き
も
の
の
歴
史
と

文
化
を
再
発
信
し
、
染
織
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
十
月
二
十
三
日
〜
二

十
五
日
の
間
開
催
さ
れ
た
展
示
・
販
売
会
「
日

本
染
織
紀
行
」
に
、
丹
後
産
地
と
し
て
出
展
。 

　
丹
後
は
き
も
の
地
の
〝
素(

も
と)

〞
と

な
る
丹
後
ち
り
め
ん
な
ど
、
国
内
白
生
地

生
産
量
の
約
六
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
き
も
の
の
素
材
（
原
点
）

は
白
生
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
き
も
の
の

〝
素(

そ)

〞
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
地
元
の

洗
練
さ
れ
た
白
生
地
と
完
成
品
の
き
も
の

を
展
示
し
、
丹
後
が
き
も
の
地
の
産
地
で

あ
る
こ
と
の
認
知
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

 

　
ま
た
、
同
じ
会
場
内
で
本
市
の
織
物
業

者
二
社
が
展
示
販
売
活
動
を
展
開
。
会
期
中
、

生
産
者
の
立
場
で
来
場
者
と
接
し
、
丹
後

ち
り
め
ん
や
そ
の
製
品
の
魅
力
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
層
々

た
る
染
織
産
地
の
ブ
ー
ス
を
見
学
し
た
り
、

実
際
に
他
産
地
の
生
産
者
の
か
た
が
た
と

交
流
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
積
極
的

に
他
産
地
か
ら
何
か
を
学
ぼ
う
と
す
る
姿

勢
が
う
か
が
わ
れ
、
丹
後
産
地
の
Ｐ
Ｒ
の

場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
出
展
者
の
知
識

習
得
の
機
会
に
も
な
り
、
非
常
に
有
意
義

な
出
展
に
な
り
ま
し
た
。 

 

　
府
内
の
産
地
同
士
が
連
携
し
た
取
り
組

み
を
行
う
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、

市
で
は
こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
な
る
連
携
の

推
進
と
、
両
産
地
の
需
要
拡
大
お
よ
び
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

　
丹
後
ち
り
め
ん
の
礎
（
い
し
ず
え
）
を

築
い
た
森
田
治
良
兵
衛
翁
の
偉
業
を
た
た

え
る
「
慰
霊
祭
」
が
十
一
月
二
日
、
森
田

翁
が
眠
る
常
立
寺
（
峰
山
町
吉
原
）
で
行

わ
れ
、
参
列
者
は
森
田
翁
の
遺
徳
を
し
の

ぶ
と
と
も
に
、
丹
後
ち
り
め
ん
と
丹
後
地

域
の
さ
ら
な
る
振
興
を
願
い
ま
し
た
。 

 

　
丹
後
ち
り
め
ん
は
、
享
保
五
年
（
一
七

二
〇
年
）、
峰
山
町
の
絹
屋
佐
平
治
（
後
の

森
田
治
良
兵
衛
翁
）
が
京
都
の
西
陣
か
ら

撚
糸
（
ね
ん
し
・
糸
に
撚
り
を
か
け
る
こ
と
）

技
術
を
持
ち
帰
る
と
と
も
に
、
京
都
で
の

取
引
先
を
開
拓
し
た
こ
と
で
そ
の
基
礎
が

確
立
さ
れ
、
以
来
、
丹
後
を
代
表
す
る
地

場
産
業
と
し
て
成
長
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
多
大
な
功
績
を
た
た
え
、
例
年
、
森

田
翁
顕
彰
会
（
会
長
・
谷
口
正
博
市
商
工

会
理
事
）
の
主
催
で
、
森
田
翁
の
命
日
で

あ
る
十
一
月
三
日
前
後
に
慰
霊
祭
が
執
り

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
慰
霊
祭
に
は
、
商
工
会
や
織
物
業
関
係

者
な
ど
、
約
三
十
人
が
参
列
。
本
堂
で
の

追
悼
に
続
き
、
谷
口
会
長
が
「
翁
の
も
の

づ
く
り
に
対
す
る
進
取
の
精
神
は
、
地
域

全
体
に
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
、

英
知
を
結
集
す
れ
ば
必
ず
や
織
物
業
再
生

の
糸
口
が
見
い
だ
せ
る
と
信
じ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
翁
の
築
い
た
遺
産
に
あ
ぐ
ら

を
か
く
こ
と
な
く
、
地
域
全
体
で
行
動
を

起
こ
し
、
明
日
の
地
域
活
性
化
の
実
現
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
参
列
者
が
、
境
内
の
森
田
翁

の
墓
前
に
参
拝
。
丹
後
ち
り
め
ん
の
発
展

に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

旬の食材が満載 旬の食材が満載 
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京丹後は 
うまい 
京丹後は 
うまい 

京 丹 後 
朝市の会 

　
市
で
は
、
日
本
最
大
の
和
装
産
地
・
京
都
市
と
今
年
度
当
初
か
ら
協
議
を
重
ね
、
和
装
産
業
の
維
持
・
発
展

を
図
る
上
で
、
府
内
の
大
規
模
な
産
地
同
士
が
一
層
密
接
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
確
認
。

ま
ず
、
第
一
弾
と
し
て
、
首
都
圏
で
初
開
催
さ
れ
た
国
内
最
大
級
の
和
装
イ
ベ
ン
ト
、
第
一
回
「
日
本
染
織
文

化
博
覧
会
」
に
自
治
体
と
し
て
唯
一
、
〝
特
別
協
力
〞
団
体
と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。 

　
来
年
三
月
に
は
、
第
二
弾
の
取
り
組
み
と
な
る
京
都
市
の
イ
ベ
ン
ト
「
伝
統
産
業
の
日
二
〇
一
〇
」
へ
の
出

展
を
予
定
し
て
お
り
、
丹
後
ち
り
め
ん
に
代
表
さ
れ
る
丹
後
産
地
の
絹
織
物
と
、
京
都
市
の
伝
統
産
業
で
あ
る

京
友
禅
の
コ
ラ
ボ
作
品
を
展
示
す
る
な
ど
し
、
丹
後
の
技
術
力
や
商
品
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

京
都
市
と
丹
後
地
域
に
よ
る
初
の
産
地
間
連
携
事
業

京
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携
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京
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連
携
事
業 
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催
委
員
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織
物
業
と
地
域
の
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願
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織
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を
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木津川市「木の津まつり」で京丹後特産品ブースを設置 

共
通
の
課
題
解
決
に
向
け
て
検
討 

共
通
課
題
の
解
決
に
向
け
合
同
会
議
（
左

か
ら
中
川
茂
豊
岡
副
市
長
、
中
貝
宗

治
豊
岡
市
長
、
中
山
泰
京
丹
後
市
長
、

米
田
保
京
丹
後
副
市
長
） 

豊岡市と京丹後市の両市域にわたって広域捕獲を実施 ▲
 

　
本
市
と
豊
岡
市
が
連
携
・
交
流
を
図
り
相
互
の
地
域
振
興
を
め
ざ

す
四
回
目
の
「
豊
岡
市
と
京
丹
後
市
の
合
同
会
議
」
を
十
月
二
十
二
日
、

豊
岡
市
で
開
催
し
、「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書
」

お
よ
び
「
雇
用
お
よ
び
地
元
企
業
活
動
・
企
業
誘
致
促
進
対
策
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
書
」
に
調
印
す
る
な
ど
、連
携
に
よ
る
地
域
振
興
や
安

心
・
安
全
の
推
進
を
図
る
う
え
の
、さ
ら
な
る
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。 

さ 

　
京
丹
後
市
と
友
好
都
市
盟
約

を
締
結
し
て
い
る
木
津
川
市
の

み
な
さ
ん
に
、
本
市
の
産
品
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
十
一
月

七
日
、
木
津
川
市
中
央
体
育
館

周
辺
（
木
津
川
市
木
津
石
塚
）

で
開
催
さ
れ
た
「
木
の
津
ま
つ

り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
に
、

本
市
の
農
産
物
や
加
工
品
な
ど

を
出
展
し
ま
し
た
。 

 

　
本
市
と
木
津
川
市
は
、
平
成

二
十
年
一
月
、
友
好
都
市
盟
約

を
締
結
。
学
童
野
球
や
少
年
少

女
合
唱
団
が
交
流
す
る
な
ど
、

行
政
間
以
外
で
も
親
交
を
深
め

て
い
ま
す
。
今
回
の
出
展
も
同

盟
約
に
基
づ
き
、
同
実
行
委
員

会
の
み
な
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ

り
実
現
。
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

や
ジ
ャ
ム
、
酒
や
ち
り
め
ん
製

の
小
物
な
ど
、
約
五
十
点
を
出

品
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
十
一
月
に
は
、
本
市
で

毎
月
実
施
さ
れ
て
い
る
「
御
旅

市
場
復
活
祭
」
に
、
木
津
川
市

の
特
産
品
出
展
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
、
両
市
で
は
観
光

や
産
業
面
で
の
交
流
を
図
っ
て

お
り
、
今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
相
互
交
流
を
深
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
日
本
海
沿
岸
地
域
の
中
央
に
位
置
す
る
六
市（
敦
賀
市
、小
浜
市
、

舞
鶴
市
、
宮
津
市
、
京
丹
後
市
、
豊
岡
市
）で
構
成
す
る
「
若
狭
・
丹

後
・
但
馬
　
中
日
本
海
交
流
会
議
」
が
十
一
月
十
八
日
、ベ
イ
サ
イ
ド

プ
レ
イ
ス
　
エ
ム
ズ
デ
リ（
舞
鶴
市
字
千
歳
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
議
は
、
日
本
海
沿
岸
中
央

域
に
共
通
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
と

と
も
に
、
情
報
交
換
や
相
互
交
流

な
ど
の
一
体
的
な
取
り
組
み
に
よ

っ
て
地
域
の
発
展
を
め
ざ
す
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
十
九
年
十
一
月

に
発
足
し
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
三
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、

松
崎
晃
治
小
浜
市
長
、
齋
藤
彰
舞

鶴
市
長
、
中
山
泰
京
丹
後
市
長
、

中
貝
宗
治
豊
岡
市
長
の
ほ
か
、
敦

賀
市
お
よ
び
宮
津
市
の
幹
部
職
員

が
出
席
。
有
害
鳥
獣
や
大
型
ク
ラ

ゲ
お
よ
び
海
洋
漂
流
・
漂
着
物
に

つ
い
て
の
対
応
策
な
ど
、
六
市
に

共
通
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

各
市
の
現
状
・
課
題
や
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、「
民
間
企
業
と
の
共
同
に
よ

る
、
大
型
ク
ラ
ゲ
を
活
用
し
た
ク

ッ
キ
ー
の
開
発
」
や
、
本
市
の
「
イ

ノ
シ
シ
・
シ
カ
肉
の
食
肉
利
用
推

進
」
な
ど
の
事
例
報
告
も
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
当
地
域
の
発
展
の
た
め
に

解
決
が
欠
か
せ
な
い
共
通
課
題
と

し
て
、 

▼
高
速
道
路
網
な
ど
の
重
要
不
可

　
欠
な
社
会
基
盤
整
備
の
推
進
や

　
予
算
の
確
保
お
よ
び
、
そ
の
政

　
策
の
決
定
や
変
更
に
お
い
て
関

　
係
自
治
体
の
住
民
の
声
を
十
分

　
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
の
整
備 

▼
地
球
温
暖
化
に
よ
り
懸
念
さ
れ

　
る
日
本
海
お
よ
び
沿
岸
地
域
へ

　
の
影
響
を
考
慮
し
、
政
府
全
体

　
と
し
て
の
日
本
海
の
実
態
把
握

　
お
よ
び
研
究
に
関
す
る
取
り
組

　
み
の
継
続
的
・
積
極
的
な
実
施 

を
国
な
ど
の
関
係
機
関
に
求
め
る

「
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
が
採
択
さ
れ

る
な
ど
、
府
県
の
枠
を
超
え
、
広

域
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携

を
強
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。 

　
同
会
議
は
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
定
期
的
に
開
催
。
こ
れ
ま
で
、

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
や
コ
ウ
ノ
ト

リ
但
馬
空
港
の
利
用
促
進
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
、
図
書
館

の
相
互
利
用
な
ど
、
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
歩
調
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

   

 

回
の
合
同
会
議
で
は
、
災

害
時
に
、
両
市
が
相
互
に

円
滑
な
応
援
を
行
う
こ
と
で
、
十

分
な
応
急
対
策
お
よ
び
応
急
復
旧

の
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
に
職
員

や
消
防
団
な
ど
必
要
な
人
的
応
援

や
物
資
の
提
供
、
被
災
者
の
受
け

入
れ
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
今
後

こ
れ
ら
を
円
滑
に
行
え
る
体
制
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。 

          

ら
に
昨
年
か
ら
共
通
の
課

題
と
し
て
確
認
・
検
討
し

て
き
た
産
業
・
雇
用
の
分
野
に
つ

い
て
は
、「
雇
用
お
よ
び
地
元
企

業
活
動
・
企
業
誘
致
促
進
対
策
に

関
す
る
申
し
合
わ
せ
書
」
に
調
印

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、 

▼
両
地
域
に
有
す
る
求
人
情
報
を

　
共
有
し
、
情
報
端
末
な
ど
に
よ

　
り
一
体
情
報
と
し
て
公
開
す
る 

▼
各
地
域
で
計
画
す
る
就
職
フ
ェ

　
ア
や
相
談
会
な
ど
で
、
相
互
協

　
力
お
よ
び
参
加
に
努
め
る 

▼
各
地
域
の
企
業
誘
致
活
動
に
お

　
い
て
は
、
各
地
域
が
有
す
る
公

　
共
施
設
や
労
働
人
口
な
ど
を
少

　
な
く
と
も
両
地
域
一
体
的
に
位

　
置
づ
け
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る 

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
両
市
が
一

体
的
に
雇
用
お
よ
び
企
業
誘
致
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。 

今 

　近年、農作物に深刻な被害をもたらしているイノシシ・シカの生
息数を、より効果的に管理・調整することを目的に、10月18日、久
美浜町旭・蒲井地区から豊岡市田結（たい）までの山中で、府県を
またいで捕獲活動を実施する「広域捕獲」を実施しました。 

　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の
鳥

獣
対
策
は
、
丹
後
・
但
馬
地
域

共
通
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

丹
後
地
域
で
は
、
丹
後
二
市
二

町
・
京
都
府
・
農
業
共
済
組
合
・

森
林
組
合
・
丹
後
管
内
の
各
支

部
猟
友
会
で
、
「
丹
後
地
域
野

生
鳥
獣
広
域
捕
獲
協
議
会
」
を

組
織
し
、
市
町
を
超
え
た
広
域

な
範
囲
で
の
捕
獲
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

　
今
回
の
広
域
捕
獲
は
、
シ
カ

が
多
く
生
息
す
る
と
い
わ
れ
る
、

本
市
お
よ
び
豊
岡
市
の
両
市
に

ま
た
が
る
地
域
で
実
施
。
兵
庫

県
・
豊
岡
市
・
豊
岡
支
部
猟
友

会
と
の
連
携
を
図
り
、
猟
友
会

の
会
員
の
か
た
八
十
九
人
に
よ

っ
て
、
銃
に
よ
る
捕
獲
が
行
わ

れ
、
計
六
十
一
頭
の
シ
カ
を
捕

獲
し
ま
し
た
。 

　
広
域
捕
獲
に
参
加
さ
れ
た
猟

友
会
の
か
た
は
「
銃
に
よ
る
捕

獲
は
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
大
き

な
事
故
に
つ
な
が
る
。
事
故
が

発
生
す
れ
ば
、
今
後
の
広
域
捕

獲
の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
る
の
で
、

事
故
も
な
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。
今
後
も
農
作

物
被
害
が
減
少
す
る
よ
う
に
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

雇
用
や
企
業
誘
致
促
進
対
策

雇
用
や
企
業
誘
致
促
進
対
策 

雇
用
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企
業
誘
致
促
進
対
策

雇
用
や
企
業
誘
致
促
進
対
策 

雇
用
や
企
業
誘
致
促
進
対
策 

災
害
時
の
相
互
応
援

災
害
時
の
相
互
応
援 

災
害
時
の
相
互
応
援

災
害
時
の
相
互
応
援 

災
害
時
の
相
互
応
援 

豊岡市との 
合同会議 
豊岡市との 
合同会議 

雇
用
や
企
業
誘
致
な
ど 

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ 

災
害
時
に
お
け
る
相
互 

応
援
に
関
す
る
協
定 

木津川市の産業祭で連携 
京丹後の特産品を出展 

中日本海交流会議 中日本海交流会議 

若狭・丹後・但馬 

日本海沿岸中央域6市が広域連携 

なかにほんかい 

社
会
基
盤
整
備

社
会
基
盤
整
備
な
ど
に
つ
い
て 

共
同
共
同
ア
ピ
ー
ル 

社
会
基
盤
整
備

社
会
基
盤
整
備
な
ど
に
つ
い
て 

共
同
共
同
ア
ピ
ー
ル 

社
会
基
盤
整
備

社
会
基
盤
整
備
な
ど
に
つ
い
て 

共
同
共
同
ア
ピ
ー
ル 

社
会
基
盤
整
備
な
ど
に
つ
い
て 

共
同
ア
ピ
ー
ル 

敦 賀 市・小 浜 市 
舞 鶴 市・宮 津 市 
京丹後市・豊 岡 市 

鳥獣対策で連携 
シカの広域捕獲を実施 

で合意 
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宮 本  肇 童 さん 

長 尾  國 顯 さん 

十
一
月
十
日
、峰
山
町
内
で
開
か
れ
た
表
彰
式
で
、 

受
賞
作
文
を
披
露
　（
吉
岡
志
栞
さ
ん
） 

小 栗  徳 宗 さん 

　
宮
本
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
に
旧
丹
後
町

立
上
宇
川
小
学
校
助
教
諭
と
し
て
教
壇
に
立
た
れ
て

以
来
、
平
成
四
年
ま
で
の
三
十
六
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
教
育
現
場
に
お
い
て
優
れ
た
実
践
を
積
み
、

大
き
な
実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
昭
和
六
十

一
年
か
ら
は
公
立
小
学
校
長
と
し
て
、
教
育
に
対
す

る
こ
と
の
ほ
か
熱
い
情
熱
と
豊
か
な
識
見
の
上
に
、

卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

教
材
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
科
に
対
す
る
児
童

の
関
心
を
高
め
、
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
す
な
ど
大
き

な
成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
加
え
て
、
平
成
七
年
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
ま
で

は
旧
網
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任
。
情
報
教

育
の
重
要
性
に
着
目
し
、
町
内
の
六
小
学
校
に
い
ち

早
く
情
報
機
器
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
二

中
学
校
に
は
、
情
報
教
育
の
拠
点
と
な
る
機
能
を
持

っ
た
情
報
教
室
を
整
備
し
、
情
報
教
育
環
境
の
整
備

に
大
き
く
貢
献
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
栗
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
か
ら
現
在

ま
で
の
二
十
七
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
活
動
さ
れ
、
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
か
ら
昭
和
六
十
年
三
月
ま
で

は
丹
後
地
区
保
護
司
会
理
事
を
、
平
成
十
五
年
四
月

か
ら
平
成
十
九
年
四
月
ま
で
は
京
丹
後
市
保
護
司
会

副
会
長
を
、
さ
ら
に
同
月
か
ら
現
在
ま
で
は
、
京
丹

後
市
保
護
司
会
会
長
お
よ
び
京
都
府
保
護
司
会
連
合

会
理
事
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
小
栗
さ
ん
は
、
保
護
観
察
官
と
の
協
力
に
よ
り
、

持
ち
前
の
柔
軟
性
と
地
域
の
実
情
に
精
通
し
て
い
る

特
性
を
活
か
し
、
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
。
保
護
観

察
中
の
か
た
の
立
ち
直
り
に
必
要
な
指
導
や
助
言
を

し
、
社
会
復
帰
後
に
円
滑
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
環
境
調
整
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
犯
罪
や
非
行
の
予
防
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

る
な
ど
、
そ
の
卓
越
し
た
識
見
で
保
護
更
生
行
政
の

推
進
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
が
高

く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
長
尾
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
の
峰
山
中
学

校
赴
任
を
皮
切
り
に
、
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
三

十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
専
門
で
あ
る
体
操
競
技

の
普
及
発
展
を
は
じ
め
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
な

ど
に
お
い
て
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
、
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
五
年
、
宇
川
中
学
校
長
に
昇
格
す
る
や
、
そ

の
後
八
年
間
に
わ
た
り
丹
後
地
方
中
学
校
体
育
連
盟

会
長
と
し
て
、
京
都
府
下
中
学
校
体
育
連
盟
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宇
川
中
学
校
か
ら

大
宮
中
学
校
、
峰
山
中
学
校
で
も
卓
越
し
た
指
導
力

を
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
丹
後
地
方
中
学
校
長
会

の
会
長
や
、
京
都
府
下
中
学
校
長
会
の
副
会
長
、
会

長
を
歴
任
。
学
校
経
営
は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性

化
に
よ
る
と
い
う
信
念
の
下
、
活
気
あ
る
学
校
運
営

に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
丹
後
地
方
は
も
と
よ
り
京
都
府
下
の

中
学
校
教
育
、
特
に
体
育
振
興
に
果
た
し
た
功
績
が
、

高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

                

　 

   

　「
税
」
と
聞
い
て
私
は
、
あ
ま
り
良
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
の
一
番
身
近
に
あ
る
消
費
税

だ
っ
て
そ
う
で
す
。「
物
を
買
う
度
に
税

を
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意

識
か
ら
、
良
い
印
象
が
浮
か
ば
な
か
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
、
今
考
え
て
み
る
と
私

は
「
払
う
」
と
い
う
一
方
的
な
見
方
し
か

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
「
税
」
に
よ
っ
て
自

分
自
身
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
「
ぜ
ん
そ
く
」

と
い
う
病
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
ぜ
ん
そ
く
が
ひ
ど
く
な
い
時
で
あ
っ

て
も
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
薬
を
も
ら

う
た
め
病
院
に
通
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

そ
の
薬
代
や
診
察
料
も
税
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
し
も
税
金
が
な
か
っ
た
ら
、
薬
を
も
ら

う
の
に
も
た
く
さ
ん
の
お
金
が
か
か
り
、

と
て
も
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
る
は
ず
で

す
。
ま
し
て
、
毎
月
通
っ
て
い
る
私
は
、

税
金
が
無
か
っ
た
ら
…
と
考
え
る
と
、
ど

れ
だ
け
税
金
と
い
う
存
在
が
大
き
い
も
の

で
あ
る
か
、
実
感
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
医

療
関
係
だ
け
で
な
く
、
私
が
通
っ
て
い
る

学
校
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
今
ま

で
「
税
金
で
学
校
に
通
っ
て
い
る
」
な
ん

て
考
え
た
こ
と
も
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
授
業
料
や
教
科

書
、
校
舎
そ
の
も
の
が
税
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
、
私
た
ち
に
学
校
と
い
う
居
場
所

ま
で
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
歴
史
の
授
業
で
習
っ
た
昔
の
「
税
」
は
、

と
て
も
重
く
、
人
々
に
苦
役
と
不
満
を
も

た
ら
す
ば
か
り
で
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
税

が
、
苦
労
し
て
納
め
た
人
の
た
め
に
使
わ

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
今

の
社
会
の
税
金
は
違
い
ま
す
。
自
分
が
納

め
た
税
金
が
、
様
々
な
形
で
自
分
自
身
や

周
り
に
い
る
人
を
救
っ
て
い
る
の
で
す
。 

　
私
は
子
ど
も
な
の
で
、
自
分
で
税
金
を

納
め
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
今
は
、
自
分
の
両
親
を
含
め
て
多
く

の
納
税
者
の
方
々
が
納
め
て
く
だ
さ
っ
た

税
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
自
分
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
今

ま
で
支
え
て
く
れ
た
恩
を
返
す
つ
も
り
で
、

ま
た
私
た
ち
が
今
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
し
っ

か
り
税
を
納
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
消
費
税
や
た
ば
こ
税
な
ど
、
税
金
の
引

き
上
げ
が
騒
が
れ
て
い
る
今
、
私
た
ち
は

税
金
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
税
を
納
め
て
損
し
て

い
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い

は
ず
で
す
。
ま
た
、
私
が
様
々
な
税
金
の

使
わ
れ
か
た
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、

自
分
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
知
ら
な
い
、
と
い
う
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
税
金
が
何

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

自
分
が
損
し
た
気
分
に
な
っ
て
も
無
理
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
税
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
こ
そ
が
、

気
持
ち
よ
く
税
を
納
め
ら
れ
る
第
一
歩
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
税
に
つ
い

て
理
解
し
、
た
く
さ
ん
の
人
が
国
民
の
義

務
と
し
て
す
す
ん
で
税
を
納
め
ら
れ
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
協
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

　
税
に
関
し
て
身
近
に
感
じ
た
こ
と
、
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
題
材
に
し
た
作

文
を
全
国
か
ら
募
集
す
る
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」（
主
催
・
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
、

国
税
庁
）
で
、
市
立
橘
中
学
校
三
年
の
吉

岡
志
栞
さ
ん
の
作
品
が
、
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
は
、
将
来
を

担
う
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
税
に
つ
い
て

の
関
心
や
正
し
い
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
昭
和
四

十
二
年
か
ら
毎
年
実
施
。
今
年
は
、
全
国

七
千
二
百
十
三
校
か
ら
五
十
四
万
八
百
八

十
九
編
の
作
文
が
寄
せ
ら
れ
、
吉
岡
さ
ん

の
作
文
が
京
都
府
で
唯
一
、
同
賞
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

元
公
立
小
学
校
長 

宮
本 

肇
童
さ
ん
（
網
野
町
掛
津
） 

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章 

保
護
司
会
会
長 

小
栗 

徳
宗
さ
ん
（
峰
山
町
菅
） 

　
　
　
藍
綬
褒
章
を
受
章 

元
京
都
府
中
学
校
長
会
長 

長
尾 

國
顯
さ
ん
（
久
美
浜
町
布
袋
野
） 

京
都
府
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
章 

全国納税貯蓄組合 
連合会会長賞を 
全国納税貯蓄組合 
連合会会長賞を 受賞 受賞 受賞 
市立橘中学校３年生 

税についての作文 
吉岡 志栞さん 

市
立
橘
中
学
校 

三
年
生 

吉
岡 

志
栞
さ
ん 

『
税
』
を
知
る
こ
と 
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被災車両からの救出・救助訓練（鳥取小学校グラウンド） 

災害ボランティアセンターの設置・運営訓練も実施 

弥栄町ふるさと安全安心ステーションの看板を除幕 
（弥栄地域公民館前） 

京丹後警察署のパトカーとともに合同パトロールを実施 

　
災
害
時
に
お
け
る
被
害
の
軽
減
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
こ

う
と
、
十
一
月
八
日
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
市
内
各
地
で

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
訓
練
は
、
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
る
民
間
の
団
体
も
参
加
し
、
市
の
訓
練
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
「
現
地
対
応
型
訓
練
」

を
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
相
互
に
確
認
し
ま
し
た
。 

　大災害から自らの命と家族、そして
地域を守るためには、自助・共助・公
助の連携が欠かせません。中でも、災
害発生の初期段階においては、地域の
事情をよく知る地元のみなさんで構成
される「自主防災組織」が非常に大き
な役割を果たします。 
　現在、市内には85の自主防災組織が、
区を中心に組織されており、徐々に広
がりを見せています。組織の設立や運
営にあたり補助金などの制度もありま
すので、自主防災組織の設立をお考え
の地域につきましては、下記へお気軽
にお問い合わせください。 

　
訓
練
は
、「
午
前
七
時
、
丹
後
半
島
北

西
沖
合
の
海
域
か
ら
大
宮
町
口
大
野
付
近

に
至
る
郷
村
断
層
を
震
源
に
大
規
模
地
震

が
発
生
。
市
内
で
震
度
六
強
を
観
測
し
、

各
地
域
で
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
、

死
傷
者
も
出
て
い
る
」
と
の
想
定
で
、
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
一
斉
放
送
で
は
じ
ま

り
ま
し
た
。 

　
各
区
や
自
主
防
災
組
織
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
が
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
自

主
的
に
計
画
さ
れ
訓
練
を
実
施
。
高
齢
の

か
た
や
障
害
の
あ
る
か
た
な
ど
、
災
害
時

に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
要
援
護
者
の
か

た
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
訓
練
、
避
難

経
路
確
認
や
危
険
箇
所
の
調
査
、
地
区
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の
操

作
訓
練
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

    

　
午
前
九
時
か
ら
は
、
市
と
災
害
時
応
援
協

定
を
締
結
し
て
い
る
三
十
六
の
民
間
団
体
や

消
防
団
、
消
防
本
部
、
自
衛
隊
、
警
察
と
い

っ
た
防
災
機
関
お
よ
び
、
弥
栄
町
木
橋
区
、

和
田
野
区
、
鳥
取
区
の
み
な
さ
ん
な
ど
、
合

計
約
三
百
五
十
人
が
鳥
取
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
弥
栄
町
木
橋
）
に
一
堂
に
会
し
「
現
地

対
応
型
訓
練
」
を
実
施
。
倒
壊
家
屋
や
被
災

車
両
か
ら
の
救
出
・
救
助
訓
練
や
応
急
救
護

所
の
設
置
訓
練
、
電
気
設
備
や
道
路
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、

災
害
時
に
お
け
る
相
互
の
役
割
分
担
を
確
認

し
ま
し
た
。 

　
鳥
取
小
学
校
で
の
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
木

橋
区
の
吉
奥
弘
区
長
は
「
木
橋
区
で
は
ご
家

族
の
了
承
の
も
と
、
要
援
護
者
の
か
た
の
情

報
を
地
図
上
に
整
理
す
る
な
ど
、
地
域
が
連

携
し
て
要
援
護
者
の
か
た
の
支
援
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
安
否
確

認
や
避
難
誘
導
な
ど
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
、

区
と
し
て
さ
ら
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。 
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自主防災組織に 
関するお問い合わせ先 

　「
青
色
回
転
灯
」
を
装
着
し
た
車
両
に
よ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
地
域
の
防
犯

活
動
を
活
発
に
し
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
取
り
組

み
が
市
内
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
ど
社
会
福
祉
法
人
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
六
台

登
録
さ
れ
、
平
成
十
九
年
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
北
丹
後
福

祉
会
の
十
二
台
と
市
役
所
の
公
用
車
十
八
台

を
あ
わ
せ
て
、
市
内
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
は
合
計
三
十
六
台
と
な
り
ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
で
は
、
市
民
を
犯
罪
の
被
害
か

ら
守
り
、
市
民
生
活
と
地
域
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
の
活
動
の
一
翼
を
担
う
た
め
、
六

町
の
各
支
部
の
車
両
に
一
台
ず
つ
青
色
回
転

灯
を
装
着
。
十
月
十
三
日
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
者
証
の
交
付
を
京
丹
後
警
察
署
長

か
ら
受
け
、
活
動
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
実
施
者
証
の
交
付
を
受
け
た
同
協
議
会
の

梅
田
耕
之
助
会
長
は
「
こ
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
か
ら
犯
罪
を
な
く

す
と
と
も
に
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
の
意

識
の
高
揚
に
つ
な
げ
た
い
」
と
力
強
く
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
実
施
者
証
の
交
付
に
合
わ
せ
て
、

「
全
国
地
域
安
全
運
動
」（
十
月
十
一
日
か
ら

二
十
日
ま
で
）
の
期
間
中
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、「
地
域
防
犯
の
灯
り
・
京
丹
後
ブ
ル
ー

＆
レ
ッ
ド
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
作
戦
」
の
ス
タ

ー
ト
式
を
弥
栄
地
域
公
民
館
で
開
催
。
京
丹

後
警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
と
社
会
福
祉
協
議
会
、

北
丹
後
福
祉
会
、
市
役
所
の
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し

て
、
地
域
防
犯
の
重
要
性
を
訴
え
な
が
ら
、

各
地
域
を
巡
回
し
ま
し
た
。 

　
地
域
に
お
け
る
防
犯
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
地
域
内
で
防
犯
活
動
を
実
施
さ
れ
る

各
種
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
情
報
交
換
・
情

報
共
有
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
た
め
の

拠
点
と
し
て
、
こ
の
度
、
弥
栄
地
域
に
「
弥

栄
町
ふ
る
さ
と
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
設
置
さ
れ
、
十
月
十
八
日
、
弥
栄
地
域
公

民
館
で
発
足
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
京
都
府
と
京
都
府

警
察
本
部
が
共
同
で
進
め
る
防
犯
に
関
す
る

拠
点
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
京
丹
後
警
察
署
管
内
、
そ
し
て

京
都
府
下
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
今
後
活
動

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
か
ら
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
関

し
て
は
、
市
民
の
か
た
に
よ
る
自
発
的
な
活

動
団
体
の
ほ
か
、
警
察
や
学
校
に
関
連
す
る

多
種
多
様
な
組
織
が
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
組
織
間
の
横
の
つ
な
が
り
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

防
犯
に
関
す
る
各
種
団
体
の
連
携
を
深
め
、

団
体
間
の
情
報
交
換
・
情
報
共
有
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。 

　
構
成
団
体
は
、
弥
栄
町
内
の
各
小
・
中
学

校
区
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
見
守
り
隊
な

ど
）
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
弥
栄
町
区
長
連
絡
協
議
会
、

防
犯
推
進
委
員
協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
、
今
後
も
順
次
各
種
団
体
へ
の
参
加
の
呼

び
か
け
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
発
足
式
で
は
、
弥
栄
町
区
長
連
絡
協
議
会

の
今
度
弘
会
長
が
「
私
た
ち
の
暮
ら
す
弥
栄

町
の
一
層
の
安
全
・
安
心
を
目
指
し
て
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
拠
点
に
地
域
の
防
犯
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
防
犯
宣
言
を
さ
れ

た
後
、
弥
栄
地
域
公
民
館
前
に
お
い
て
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
看
板
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

市
民
協
働
に
よ
る 

現
地
対
応
型
大
規
模
訓
練 

災
害
時
応
援
協
定
団
体
な
ど
も
参
加

災
害
時
応
援
協
定
団
体
な
ど
も
参
加 

災
害
時
応
援
協
定
団
体
な
ど
も
参
加 

現
地
対
応
型
訓
練 

関
係
機
関
の
役
割
を
確
認 

広がっています 
自主防災組織 

安心・安全な 
まちづくり 

京
丹
後
市
総
合
防
災
訓
練 

地
域
防
犯
の
拠
点
づ
く
り 

弥 

栄 

町 

ふ
る
さ
と
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

発
足 

青色防犯 
　パトロールカー 
　　　　　　台に 
市社会福祉協議会の 
取り組み始まる 

市社会福祉協議会の 
取り組み始まる 

36市内で 

市初の 



平成21年12月 平成21年12月 

21 20

安 

心
・
安 

全 

安
心
・
安
全
・
公
共
交
通 

チラシを手渡しで配布 

ス
ー
パ
ー
前
で
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布 

〔敬称略・（　）内は小学校名〕 

【特選】大宮第一小学校4年生 
　　　　安 田 智 香 さん 

（敬称略） 

京都府丹後広域
振興局長賞 
細見圭弥くん 

入選されたみなさん 入選されたみなさん 入選されたみなさん 

京都府丹後広域振興局長賞 
京丹後市長賞 
丹後労働基準監督署長賞 
京都府丹後土木事務所長賞 
京丹後市教育委員会教育長賞 
京丹後市消防長賞 
京丹後建設業協会長賞 
入　　選 
入　　選 
入　　選 
入　　選 

細見　圭弥 
辻村花央里 
太田　雄士 
中江　大樹 
瀬戸　花音 
小倉　克介 
上田　　澪 
大下倉博史 
小谷文美子 
永島　　直 
中村寿希也 

吉野小学校５年生 
吉野小学校５年生 
溝谷小学校５年生 
間人小学校５年生 
野間小学校６年生 
黒部小学校６年生 
溝谷小学校６年生 
鳥取小学校６年生 
宇川小学校６年生 
豊栄小学校５年生 
間人小学校６年生 

　網野町内で侵入盗被害が多発していることを受け、
11月 6日、戸締まりなどの防犯意識の高揚を呼びかけ
る「街頭啓発活動」が、網野町網野・浅茂川地域を中
心に、京丹後警察署、防犯推進委員、地元区長さんお
よび市の連携により実施されました。 

　
市
内
で
は
十
月
下
旬
か
ら
網
野
町
内
を
中

心
に
、
民
家
に
侵
入
し
て
金
品
な
ど
を
窃
取

す
る
「
侵
入
盗
」
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

街
頭
啓
発
活
動
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
戸

締
ま
り
な
ど
の
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う

と
実
施
。
防
犯
推
進
委
員
の
か
た
や
地
元
区

長
さ
ん
、
京
丹
後
警
察
署
な
ど
、
計
約
三
十

人
が
「
就
寝
や
外
出
の
際
に
は
必
ず
鍵
を
か

け
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
呼
び
か
け
な
が
ら
、

約
二
千
枚
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
街
頭
や
被
害
発

生
地
域
の
家
庭
へ
配
布
し
、
注
意
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

　
活
動
に
参
加
さ
れ
た
後
藤
修
浅
茂
川
連
合

区
長
は
「
地
域
の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
用
心

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
京
丹
後
警
察
署
か
ら
は
、「
侵
入
防
止

に
大
切
な
こ
と
は
、
戸
締
ま
り
と
部
屋
の
中

を
真
っ
暗
に
し
な
い
こ
と
。
豆
球
だ
け
で
も

つ
け
て
お
く
こ
と
が
有
効
で
す
。
ま
た
外
出

す
る
場
合
に
は
、
近
所
の
か
た
に
留
守
に
す

る
旨
を
伝
え
て
お
く
こ
と
な
ど
の
近
所
で
の

声
掛
け
が
、
不
審
者
を
寄
せ
つ
け
な
い
た
め

に
は
大
切
で
す
」
と
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

特選 

入選 

佳作 

安田 　智香 （大宮第一） 
（五　箇） 
（網野南） 
（神　野） 
（吉　原） 
（網野北） 
（大宮第一） 
（大宮第三） 
（峰　山） 
（大宮第一） 

中田 亜美音 
山下 　千佳 
畑中 　丈虎 
中西 　龍次 
松見 　智弘 
高橋 明日香 
蒲田 　貴澄 
糸井 　瑠理 
亀井 　　蒼 

　
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」（
十
一

月
九
日
〜
十
五
日
）の
一
環
と
し
て
、
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
市
消
防

本
部
が
市
内
の
小
学
校
四
年
生
を
対
象

に
募
集
し
て
い
た
「
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
」

で
、
大
宮
第
一
小
学
校
四
年
生
の
安
田

智
香
さ
ん
が
特
選
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
同
取
り
組
み
は
、ポ
ス
タ
ー
の
製
作
を

通
じ
て
学
校
や
家
庭
で
火
災
予
防
の
意

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
七
年

か
ら
毎
年
実
施
。
十
五
回
目
と
な
る
今

年
は
、市
内
の
二
十
八
の
小
学
校
か
ら
六

百
六
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
安
田
さ
ん
は
作
品
で
、
料
理
器
具
の

火
の
消
し
忘
れ
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

た
火
災
を
表
現
。「
消
し
わ
す
れ
に
ご
注

意
！
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
力
強
く
添
え
、

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
安
田
さ
ん

は
「
消
し
忘
れ
が
原
因
で
、
悲
し
い
思
い

を
す
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

作
品
に
込
め
た
願
い
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
市
消
防
本
部
で
は
、Ｂ
２
版
の
ポ
ス
タ

ー
を
八
百
枚
作
成
し
、
市
市
内
の
学
校

や
事
業
所
な
ど
に
配
布
し
、
広
く
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。 

　
京
丹
後
建
設
業
協
会
（
上
田
俊
六
会

長
）
が
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
防
災
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
作
品

表
彰
式
が
、
十
一
月
六
日
、
弥
栄
地
域

公
民
館
（
弥
栄
町
溝
谷
）
で
開
か
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
十
六
年
の

台
風
二
十
三
号
の
被
害
を
教
訓
に
、
防

災
に
関
す
る
絵
を
描
く
こ
と
で
家
庭
や

地
域
の
中
で
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
、
平
成
十
八
年
か
ら
実
施
。
市

内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
町
ご
と
に
巡

回
し
て
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
四
回

目
と
な
る
今
年
は
、
丹
後
町
・
弥
栄
町

内
の
小
学
校
五
・
六
年
生
を
対
象
と
し
、

百
八
十
三
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
賞
を
受

賞
し
た
細
見
圭
弥
く
ん
（
吉
野
小
学
校

五
年
生
）
は
「
地
震
が
お
さ
ま
っ
て
も
、

安
心
せ
ず
に
備
え
て
ほ
し
い
」
と
作
品

に
込
め
た
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
同
協
会
で
は
、
入
選
以
上
の
作
品
で

百
八
十
六
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

市
内
の
公
共
機
関
な
ど
に
掲
示
し
て
広

く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
防
災
を
呼
び
か

け
ま
す
。 

値　段 大　人 3,800円 子ども 1,900円 

特　典 

峰山駅、網野駅、木津温泉駅、天橋立駅 
豊岡駅、福知山駅、西舞鶴駅、宮津駅 

販 売 所 

お問い合わせ先 

利用区間 
鉄道…北近畿タンゴ鉄道（KTR）全線の普通・快速 

・特急列車の普通車自由席 
バス…市内の上限200円バス 
　　　（路線バスの海岸線・間人線・間人循環線のみ） 丹海バスの峰山案内所、間人案内所 

　フリーパスの呈示で、市内の 22の協賛店によるさま
ざまな特典が受けられます。 
　協賛店や特典内容の詳細は、北近畿タンゴ鉄道株式会
社のホームページ（http://ktr-tetsudo.jp）をご覧ください。 

　北近畿タンゴ鉄道と丹後海陸交通の共同企画乗車券の「丹後半島・間人フリーパス」
が誕生しました。本フリーパス1枚で、連続した2日間、列車とバスが乗り放題。さらに
この乗車券を市内22の協賛店（アミティ丹後、琴引浜鳴き砂文化館、宇川温泉よし野
の里など）でご呈示いただくことで、代金の割り引きやプレゼントの特典などが受けら
れるなど、丹後の魅力が凝縮されたこれまでにないチケットです。 

北近畿タンゴ鉄道㈱ 企画総務課 
（蕁 0773-24-2510） 

丹後海陸交通㈱ 営業企画課 
（蕁 0772-42-0323） 

戸締まりなどを 
呼びかける 
戸締まりなどを 
呼びかける 

地域ぐるみの防犯活動 

京丹後  
建設業協会 
京丹後  
建設業協会 

■入賞されたみなさん 

京丹後市火災予防ポスター 
消しわすれにご注意 

小
学
生
が
防
災
啓
発
ポ
ス
タ
ー
で
呼
び
か
け 

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う 

観光に 
おすすめ 
観光に 
おすすめ 
観光に 
おすすめ 

鉄道 ＋ ＋ バス 特典付き 

丹後半島・間人フリーパス 丹後半島・間人フリーパス 丹後半島・間人フリーパス 誕生 
～2日間乗り放題～ 
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ブナ林に囲まれ観察会を楽しむ参加者のみなさん 

二
胡
の
調
べ
を
披
露 

右 

・ 

陳
曼
麗
さ
ん
、 

左 

・ 

下
地
富
美
さ
ん（
伴
奏
） 

　会場では、本市の友好都市である
中国亳州市（はくしゅうし）と本市
の交流や、同協会の活動状況などを
紹介する展示会も開催。来場者は写
真やパネルに熱心に見入りました。 

会
場
い
っ
ぱ
い
の
か
た
が
集
い
ま
し
た 

　
二
胡
は
、
二
本
の
弦
を
弓
で
弾
い
て
演
奏

す
る
弦
楽
器
の
一
種
で
、
弓
が
二
本
の
弦
の

間
に
挟
ま
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。
弓
の
表
と

裏
の
両
面
を
使
っ
て
演
奏
し
、
音
色
は
女
性

の
声
に
似
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
、
中
国
の

伝
統
的
な
楽
器
の
一
つ
で
す
。 

　
演
奏
さ
れ
た
陳
さ
ん
は
、
中
国
西
安
市
出

身
で
現
在
は
綾
部
市
在
住
。
北
近
畿
を
中
心

に
学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
で
二
胡
の
演
奏
や

指
導
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
の

愛
知
万
博
で
も
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
演
奏
会
で
は
、「
夜
来
香
（
イ
ェ
ラ
イ
シ

ャ
ン
）」
や
「
賽
馬
（
サ
イ
マ
ア
）」
と
い
っ

た
中
国
の
楽
曲
を
は
じ
め
、「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
と
い
っ
た
日
本
の
楽
曲
な
ど
、
計

十
八
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
曲
の
合

間
に
は
、
二
胡
の
演
奏
方
法
や
曲
の
内
容
な

ど
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
中
国
語
と

軽
快
な
日
本
語
で
紹
介
。
来
場
者
の
み
な
さ

ん
は
、
二
胡
特
有
の
美
し
い
音
色
に
聴
き
入

る
な
ど
、
音
楽
を
通
し
て
国
際
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

　音楽を通じて、市民のみなさんに外国文化や国際交流
への関心を高めてもらおうと、11月16日、中国の伝統的
弦楽器である「二胡（にこ）」の演奏会（市国際交流協会
主催・中江忠宏会長）が、二胡奏者の陳曼麗（チェン・マ
ンリー）さんを招き、峰山総合福祉センター（峰山町杉谷）
で開催され、約130人が美しい音色に耳を傾けました。 

　
小
春
日
和
と
な
っ
た
十
一
月
七
日
、

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
か
た
に
本
地
域

の
貴
重
な
自
然
環
境
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
保
全
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
内
山
ブ
ナ
林
観
察
会
（
大
宮

町
五
十
河
）
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
の
歴
史
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ

と
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
集
い
は
、

譛
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
中
京
区
）

の
活
動
目
的
で
あ
る
「
健
や
か
で
、
快
適
か

つ
豊
か
な
、
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
高

齢
者
や
シ
ニ
ア
の
か
た
の
生
活
と
健
康
・
生

き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
」
に
賛
同

し
て
、
京
丹
後
市
内
の
京
丹
後
Ｓ
Ｋ
Ｙ
生
き

が
い
推
進
員
の
か
た
が
企
画
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
矢
野
代
表
は
「
こ
の
取
り
組
み
が
一

人
ひ
と
り
が
輝
き
、
明
日
か
ら
の
生
き
が
い

づ
く
り
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
に
は
、
本
市
出
身
で
古
代
史
研
究
家

の
伴
と
し
子
さ
ん
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）

を
講
師
に
招
き
、「
古
代
丹
後
と
神
話
」
と

題
し
た
丹
後
地
方
に
ま
つ
わ
る
歴
史
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
食
材
を
使
用
し

手
づ
く
り
の
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど
を
食
べ
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
も
実
施
。
午
後

か
ら
は
、
市
指
定
文
化
財
の
岩
屋
寺
で
、
前

住
職
の
大
同
徳
和
師
の
講
話
や
寺
宝
拝
観
な

ど
も
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
か
た
は
興
味
深

く
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
集
い
に
数
回
参
加
さ
れ
て
い
る
大
宮

町
周
枳
の
養
父
秀
是
さ
ん
は
「
講
演
や
参
加

さ
れ
た
か
た
か
ら
話
が
聴
け
て
楽
し
い
」
と

話
さ
れ
、
参
加
者
の
い
き
い
き
と
し
た
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。 

丹後いきいき 
　　ＳＫＹの集い 

大宮町 
で開催 

　高齢者の生きがいづくりに取り組んでいる京丹
後ＳＫＹ生きがいづくり推進員（矢野千枝子代表）
が、11月 12日、大宮町谷内公民館で「第13回丹
後いきいきＳＫＹの集い」を開催。市内外から約
120人のかたが集まり、丹後の古代史の講演や岩
屋寺（大宮町谷内）の寺宝を拝観しました。 

※
Ｓ
Ｋ
Ｙ
は
健
や
か
、
快
適
、
豊
か
の
頭
文
字 

　
を
と
っ
て
「
ス
カ
イ
」
と
呼
び
ま
す
。 

　
式
典
は
、
京
丹
後
市
出
身
の
三
千
二
百
有

余
の
戦
没
者
を
し
の
び
、
参
列
者
全
員
が
祭

壇
に
向
け
て
黙
と
う
を
さ
さ
げ
開
式
し
ま
し

た
。 

　
追
悼
の
辞
で
は
、
遺
族
を
代
表
し
て
田
中

一
さ
ん
が
「
私
た
ち
戦
没
者
遺
児
も
、
は
や

七
十
歳
に
な
ろ
う
か
と
い
う
年
齢
と
な
り
、

元
気
に
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
多
く
の

か
た
が
た
の
支
え
と
、
亡
き
父
が
見
守
っ

て
い
て
く
れ
る
た
ま
も
の
で
あ
る
と
日
々

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
我
が
国
は
い
ま
自
由
と
平
和
の
恩
恵
を

享
受
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
影
に
は
永
久

に
帰
る
こ
と
な
く
散
華
さ
れ
た
英
霊
の
犠

牲
が
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
二
度
と

戦
争
を
し
な
い
、
我
々
の
よ
う
な
戦
没
者

遺
族
を
二
度
と
出
さ
な
い
平
和
な

国
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
英
霊
た
ち
の
功
績
を

顕
彰
し
、
永
遠
に
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
戦
争
体
験
を
伝
え
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
来
賓
の
か
た
や
遺
族

会
の
代
表
の
み
な
さ
ん
な
ど
が
白

菊
を
献
花
。
尊
い
御
霊
に
追
悼
の

誠
を
さ
さ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

世
界
の
恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

　
平
成
二
年
か
ら
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
ブ

ナ
林
観
察
会
は
、
市
内
で
環
境
保
全
活
躍
に

取
り
組
む
丹
後
ス
ペ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
平
井
久

夫
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、

参
加
者
二
十
八
人
は
内
山
の
歴
史
や
ブ
ナ
を

は
じ
め
三
百
種
の
植
生
の
生
態
系
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
山
頂
（
標
高
七

〇
二
㍍
）
ま
で
登
り
、
市
の
天
然
記
念
物
、

府
内
最
大
の
大
ブ
ナ
（
幹
周
り
三
・
六
五
㍍
）

を
観
察
し
、
晴
れ
渡
る
青
空
の
下
、
紅
葉
に

囲
ま
れ
た
深
ま
る
秋
と
丹
後
の
美
し
い
自
然

を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。
　 

  

　 　
自
然
環
境
の
指
標
と
さ
れ
る
ブ
ナ
は
、
通

常
標
高
六
百
㍍
以
上
で
育
つ
と
こ
ろ
、
内
山

の
ブ
ナ
林
は
、
日
本
海
側
特
有
の
冷
涼
な
気

候
に
よ
っ
て
比
較
的
低
標
高
で
あ
る
四
百
五

十
㍍
付
近
か
ら
群
生
し
て
い
る
学
術
的
に
も

珍
し
い
貴
重
な
自
然
林
で
す
。 

　
温
暖
化
や
森
林
破
壊
な
ど
の
地
球
規
模
で

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
今
、
気
候
を
安
定

さ
せ
、
多
様
な
生
き
も
の
を
育
み
「
緑
の
ダ

ム
」
と
し
て
水
や
食
料
を
与
え
て
く
れ
る
貴

重
な
森
を
保
全
し
次
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

音楽を通じて国際交流 
中国の 
伝統楽器 『二胡』演奏会 

に　　こ 

～京丹後市国際交流協会～ 

丹
後
丹
後
の
貴
重
貴
重
な
財
産
財
産 

丹
後
の
貴
重
な
財
産 

内
山
内
山
の
ブ
ナ
林

ブ
ナ
林
か
ら
か
ら
学
ぶ
自
然
環
境
保
全

自
然
環
境
保
全 

内
山
の
ブ
ナ
林
か
ら
学
ぶ
自
然
環
境
保
全 

貴
重
な
自
然
資
源
の 

ブ
ナ
林 

戦
没
者
の
御
霊
に
献
花
す
る
遺
族
の
み
な
さ
ん 

　
先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
失
わ
れ
た
戦
没
者
の
英
霊
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
遺
族
を

慰
謝
・
激
励
す
る
と
と
も
に
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
「
京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式
」

を
十
一
月
十
一
日
、
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催
し
、
市
内
在
住

の
戦
没
者
の
ご
遺
族
の
か
た
や
関
係
者
な
ど
約
五
百
人
が
参
列
、
平
和
へ
の
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

尊
い
御
霊
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ 

　
　
　
　 

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う 

京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式

京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式 

京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式

京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式 

京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式 

健康・生きがいづくりを支援 健康・生きがいづくりを支援 健康・生きがいづくりを支援 

長
寿
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
る 



平成21年12月 平成21年12月 

京
都
府
の
ひ
ろ
ば 

誌
上
経
営
セ
ミ
ナ
ー 

25 24

京都府の 
ひろば 

　平成20年9月号から、京
都府で取り組まれています
市民生活にかかわる事業な
どについてご紹介しています。 

地
域
の
森
林
調
査
を
子
ど
も
た
ち
が
見
学（
環
境
学
習
） 

間伐材を活用した木製遊具を作製（峰山幼稚園） 

① 

利
益
（
収
支
）
計
画 

② 

投
資
計
画 

③ 

資
金
計
画 

④ 

組
織
計
画 

⑤ 

人
員
（
採
用
）
計
画 

⑥ 

販
売
計
画 

⑦ 

仕
入
（
調
達
・
物
流
）
計
画 

⑧ 

生
産
計
画 

　
京
都
府
で
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
む
農
山
村
地
域
の
再
生
を
図
る
た
め
に
、
平
成

二
十
一
年
度
に
『
共
に
育
む
「
命
の
里
」
事
業
』
を
創
設
し
、
農
山
村
地
域
と
の
関
わ
り

の
深
い
保
安
林
を
整
備
す
る
「
京
の
木
の
香
り
整
備
事
業
」
と
「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り

事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
事
業
費
の
一
〇
〇
㌫
を
京
都
府
が
負

担
す
る
事
業
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森
林
吸
収
源
対
策
の
実
現
と
と
も
に
、
農

山
村
地
域
の
雇
用
創
出
を
主
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
命
の
里
事
業
や
公
開
講
座
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局 

農
林
商
工
部 

農
林
整
備
室 

森
林
整
備
担
当 

　
　
　
　
　
　（
蕁
六
二
ー
四
三
二
六
） 

京
丹
後
市 

農
林
整
備
課 

　
　
　
　
　
　（
蕁
六
九
ー
〇
四
三
〇
） 

丹 

京 

本 

　 

   

後
広
域
振
興
局
管
内
（
宮
津
市
、
京

丹
後
市
、
伊
根
町
、
与
謝
野
町
）
の

各
市
町
四
地
区
（
一
地
区
で
両
事
業
を
実
施
）

で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
京
の
木
の
香
り
整
備
事
業
で
は
、
主
に
間

伐
材
を
搬
出
す
る
た
め
の
林
道
や
、
荒
廃
し

た
渓
流
を
安
定
さ
せ
る
木
製
治
山
ダ
ム
工
な

ど
を
施
工
し
て
い
ま
す
。 

　
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
事
業
で
は
、
主
に

森
林
整
備
や
整
備
に
伴
う
伐
採
木
の
搬
出
、

森
林
整
備
を
す
る
た
め
の
作
業
路
を
施
工
し

て
い
ま
す
。 

 

   

丹
後
市
で
は
、
峰
山
町
吉
原
（
権
現

山
）
で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
木
製
治
山
ダ
ム
工
、
間
伐
お

よ
び
伐
採
木
の
搬
出
で
す
。 

　
ま
た
、
本
事
業
地
に
お
い
て
は
、
集
落
内

に
あ
る
峰
山
幼
稚
園
か
ら
、「
伐
採
木
を
活

用
し
、
園
内
の
遊
具
を
作
製
し
た
い
」
と
の

要
望
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
の

森
の
木
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
、
伐
採

木
の
所
有
者
か
ら
無
償
で
提
供
い
た
だ
い
た

材
の
有
効
利
用
と
森
林
の
重
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、
府
職
員
に
よ
る
林
内
調
査

時
に
、
幼
稚
園
児
を
対
象
と
し
た
現
地
見
学

会
を
開
催
し
、
胸
高
直
径
計
測
の
実
演
や
森

林
の
働
き
に
つ
い
て
の
環
境
学
習
を
行
う
な

ど
し
、
事
業
実
施
当
初
か
ら
園
児
達
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
事
業
で
伐
採
し
た
木
の
一
部
を

幼
稚
園
ま
で
運
び
、
府
・
市
の
職
員
が
、
地

域
の
林
業
振
興
会
と
峰
山
財
産
区
の
協
力
を

得
て
、
峰
山
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
お
や
じ
の
会
」

と
一
緒
に
木
製
遊
具
を
作
製
し
ま
し
た
。 

 

事
業
は
、
元
々
は
経
済
対
策
を
主
眼

に
お
い
て
創
出
さ
れ
た
事
業
で
あ
る

た
め
、
事
業
実
施
期
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
今
後
も
本
事
業
の
よ
う
な
取
り

組
み
や
、
ほ
か
の
所
管
事
業
と
の
連
携
な
ど

を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す
る
森

林
整
備
な
ど
と
と
も
に
、
農
山
村
地
域
の
再

生
・
活
性
化
を
視
野
に
入
れ
た
幅
広
い
治
山

事
業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
丹
後
広
域
振
興
局
森
林
整
備
担
当

で
は
、
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
実
演
機
「
が
ん
ば
れ
治
山
君
」

を
使
っ
た
公
開
講
座
の
出
前
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
小
学
校
の
授
業
や
地
域
の
公
民
館

な
ど
、
ど
こ
で
も
無
料
で
出
前
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
誌
上
経
営
セ

ミ
ナ
ー
担
当
の
吉
田
俊
也
で
す
。
今
日
も

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
一
緒
に
勉
強
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

　
さ
て
み
な
さ
ん
、
以
前
お
伝
え
し
た
「
事

業
計
画
の
様
式
」
は
取
得
さ
れ
ま
し
た
か
？

取
得
し
た
よ
！
と
い
う
か
た
に
は
よ
く
お

分
か
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
事
業
計

画
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
そ
の
中
身
は
結

構
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。「
事
業

計
画
」
に
含
ま
れ
る
計
画
の
内
容
を
列
挙

す
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。 

        

　
こ
の
中
で
み
な
さ
ん
に
馴
染
み
が
あ
る

の
は
や
は
り
「
利
益
計
画
」
で
し
ょ
う
か
。

中
に
は
「
事
業
計
画
書
＝
収
支
計
画
書
＝

数
字
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
」
と
い
う
ふ
う
に

理
解
し
て
い
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
が
、
実
は
利
益
計
画
と

い
う
の
は
事
業
計
画
の
ほ
ん
の
一
部
で
し

か
な
く
、
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
計
画
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
『
事

業
計
画
』
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
こ
の
こ
と

を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

　
そ
も
そ
も
利
益
計
画
と
い
う
の
は
「
利

益
の
目
標
数
値
を
設
定
し
、
そ
の
利
益
の

基
に
な
る
売
り
上
げ
や
原
価
、
経
費
の
目

標
数
値
を
設
定
し
た
も
の
」
で
す
。
と
す

れ
ば
、
こ
こ
に
は
目
標
数
値
は
書
い
て
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
数
値
を
ど
う
や
っ
て
達

成
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

書
い
て
な
い
の
が
一
般
的
で
す
。 

　
通
常
、
目
標
と
な
る
数
字
だ
け
を
何
度

叫
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
の
数
字
を
ど
う
や

っ
て
実
現
す
る
の
か
を
具
体
化
し
な
け
れ
ば
、

達
成
が
お
ぼ
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の

計
画
の
信
ぴ
ょ
う
性
も
低
い
も
の
と
な
り
、

資
金
調
達
さ
え
困
難
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

そ
の
利
益
目
標
実
現
の
た
め
に
、
ど
ん
な
設

備
投
資
を
行
い
、
ま
た
そ
の
資
金
を
ど
う
や

っ
て
調
達
し
、
さ
ら
に
は
組
織
や
人
員
を
ど

の
よ
う
に
し
て
、
何
を
仕
入
れ
、
ど
ん
な
技

術
で
何
を
作
り
、
ど
の
よ
う
に
販
売
し
て
い

く
か
…
な
ど
、
細
か
く
計
画
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
が
先
ほ
ど
列
挙
し

た
②
〜
⑧
の
各
計
画
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
計
画
と
利
益
計
画
の
両
方

が
存
在
す
る
こ
と
で
、「
明
確
な
目
標
」
と

「
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な

行
動
計
画
」
が
そ
ろ
う
の
で
す
。
こ
う
や
っ

て
初
め
て
事
業
計
画
は
車
の
両
輪
が
そ
ろ
っ

た
状
態
に
な
る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。 

　
ち
な
み
に
、「
利
益
計
画
」
と
「
収
支
計

画
」
は
、
似
て
い
ま
す
が
同
じ
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、「
利
益
計
画
」
と
い

う
の
は
あ
く
ま
で
も
「
利
益
」
に
着
眼
し
て

作
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
収
支
計
画
」
は
「
収

支
」
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
わ
け
で
す
。
も

う
少
し
具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、
例
え
ば
原

価
百
円
の
商
品
を
現
金
払
で
仕
入
れ
、
そ
の

商
品
を
百
五
十
円
で
掛
け
売
り
し
た
そ
の
瞬 

          

間
に
は
、「
利
益
＝
プ
ラ
ス
五
十
円
」
と
な

り
ま
す
が
、「
収
支
＝
マ
イ
ナ
ス
百
円
」
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
利
益
と
い
う

の
は
「
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
」（
帳
簿

上
の
損
益
計
算
）
に
注
目
し
た
も
の
で
、

収
支
は
「
お
金
の
流
れ
」（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
）
に
注
目
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
経
営
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切

な
も
の
で
す
の
で
、
両
方
を
計
画
化
す
る

こ
と
が
最
善
で
す
。 

 

　
も
う
一
点
、
計
画
を
作
る
と
き
に
留
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
計
画
」
と
「
予
想
」
を
区
別
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
例
え
ば
収
支
を
考
え
る
場
合
に
、「
こ
の

ま
ま
い
け
ば
来
期
は
き
っ
と
百
万
円
く
ら

い
の
黒
字
に
な
る
だ
ろ
う
な
」
と
い
う
の

は
あ
く
ま
で
も
収
支
の
「
予
想
」
で
す
。

な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
単
な
る
「
成
り
行
き
の

想
定
」
で
し
か
な
い
か
ら
で
す
。「
計
画
」

と
い
う
の
は
先
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
、「
目

標
」
を
設
定
す
る
こ
と
に
等
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
必
ず
「
こ
の
ま
ま
い
け
ば

百
万
円
の
黒
字
に
な
る
だ
ろ
う
。
で
も
○

○
と
△
△
を
や
っ
て
黒
字
を
三
百
万
円
に

し
よ
う
！
」
と
い
う
よ
う
な
意
思
決
定
が

必
要
に
な
り
ま
す
。「
収
支
計
画
」
と
は
、

明
確
な
意
思
を
も
っ
て
将
来
設
計
を
十
分

考
察
し
た
上
で
作
成
す
る
も
の
で
す
の
で
、

単
な
る
「
収
支
予
想
」
を
し
て
「
収
支
計
画
」

を
立
て
た
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
ね
。 

命
の
里
事
業 

農
山
村
地
域
の 

　
再
生
を
め
ざ
し
ま
す 

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
事
業 

京
丹
後
市
で
の
取
り
組
み 

京
の
木
の
香
り
整
備
事
業 

 

〈
其
の
三  

収
支
予
想
と
収
支
計
画
〉 

「
事
業
計
画
を
つ
く
ろ
う
」 

 「
事
業
計
画
を
つ
く
ろ
う
」 

 

講
師 

・ 

吉
田
俊
也
さ
ん 

事
業
者
の
み
な
さ
ん
を
支
援
し
ま
す 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

誌
上 

第
八
回 
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悪質商法にご注意ください 

市内各地で、自主放送番組の取材が行われています 

　現在、市が実施しています「ブロードバンドネットワーク事業」にお申し込みいただきましたかたにつきまし
ては、次のとおり光ケーブルの引き込み工事などを実施します。 
※引き込み工事は、工事を効率的に進めるため、通信・放送用機器が設置されている各NTT局舎近くのエリアか   
　ら着手し、周辺へ広げていきますので、ご理解をお願いします。 

① 

ケーブルテレビに関する工事 光インターネットに関する工事 

② 

近くの光ケーブル幹線から光ケーブルを
引き込む際の経路を確認し、光成端箱と
呼ばれる箱を建物の外壁に取り付けます。 

近くの光ケーブル幹線から光成端箱
へケーブルを架け渡します。 

③-Ａ 

③-Ａ 

③-Ｂ 

③-Ｂ 

光受信機と収納箱を外壁に設置 

テレビ配線の切り替え（屋外） 

光受信機への電源供給器具の 
取り付け（屋内） 

チャンネル設定後、利用開始 パソコン設定後、利用開始 

宅内光ケーブルの配線 
通信用光終端装置（ホームゲートウェイ） 
の設置 
ひかり電話工事 
（ひかり電話をご契約の場合） 

伝送路接続箱 
（クロージャ） 

幹線光ケーブル 

引
き
込
み
経
路 

の
確
認
と
光
成 

端
箱
の
設
置 

引
き
込
み
経
路 

の
確
認
と
光
成 

端
箱
の
設
置 

放
送
用
光
受
信
機
収
納
箱
の 

設
置 

放
送
用
光
受
信
機
収
納
箱
の 

設
置 

③-Ａ ① 

京
丹
後
市
発
注
工
事 

京
丹
後
市
発
注
工
事 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
直
接
工
事 

〈9月から順次、調査員が訪問しています〉 

〈11月中旬から着手しています〉 

※地上アナログ放送が終了する平成23年７月24日までは、ケーブルテレビでも地上ア
　ナログ放送を送信します。 
※テレビの配線は現在のものを使用しますが、線の種類や分配器によっては使用で
　きないため、自己負担で取り替えが必要な場合があります。 

デジタルチューナー 

アナログテレビ 

現
在
の 

　
テ
レ
ビ
配
線 

宅内 
光ケーブル配線 

電源供給器 

通信用光 
終端装置 

電話 
ケーブル 

LAN 
ケーブル 

デジタルチューナー 
内蔵テレビ 

放
送
用
光
受
信
機 

収
納
箱 

光
成
端
箱 

サービスは工事完了後、順次ご利用いただけます 

工事の 
イメージ図 

工事のイメージ図 工事のイメージ図 

詳しくは、情報政策課（蕁69-0130）へお問い合わせください。 

光ケーブル引き込み経路 
の確認と光成端箱の設置 

引き込み光ケーブルの架線 

電話機 パソコン 

②
引
き
込
み
光
ケ
ー
ブ
ル
の
架
線 

（ホームゲート 
ウェイ） 

分配器 

　
十
二
月
か
ら
「
京
丹
後
市
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
各
サ
ー
ビ
ス
に
加
入

さ
れ
た
た
お
宅
で
の
接
続
が
始
ま
り
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
順

次
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

■お問い合わせ先 
情報政策課 
　　（蕁69-0130） 

 

　
昨
年
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
京
丹
後
市

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
」

の
事
前
申
し
込
み
は
、
す
で
に
一
万
二
千
六

百
件
を
超
え
、
日
々
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
工
事
は
い
よ
い
よ
光
ケ
ー
ブ
ル
の

引
き
込
み
工
程
に
入
り
、
順
次
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
お
使
い
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
サ
ー
ビ
ス
に

ご
加
入
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力

で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
毎
月
約
三
千

件
程
度
の
割
合
で
工
事
が
進
む
見
込
み
で
す

の
で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。 

　
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
西
日
本
電
信
電

話
㈱
が
運
営
を
行
い
、「
フ
レ
ッ
ツ 

光
ネ
ク

ス
ト
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
今
ま
で
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴

を
そ
の
ま
ま
に
、
高
品
質
で
安
定
性
が
高
く
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
兼
ね
備
え
た
最
新
の
サ
ー

ビ
ス
で
、
近
畿
北
部
で
は
初
め
て
提
供
さ
れ

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
京
丹
後
市
全

域
が
念
願
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ

ス
地
域
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
㈱
全
関
西

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
運
営
し
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
や
衛
星
放
送
に
加
え
て
、
京

丹
後
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
、
市
役
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
議
会
中
継
な
ど
、
地
域

の
話
題
が
い
っ
ぱ
い
の
自
主
放
送
番
組
も
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
主
放
送

番
組
は
、
多
く
の
地
元
の
み
な
さ
ん
に
ご
出

演
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
内
の
有
志
の
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
制
作
し
、
市
内

各
域
で
開
催
さ
れ
る
秋
祭
り
の
紹
介
や
、
近

く
て
遠
い
市
内
の
観
光
関
連
施
設
の
紹
介
、

ま
た
身
近
な
人
が
講
師
と
し
て
登
場
し
医
療
・

健
康
情
報
を
お
届
け
す
る
番
組
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

※
事
前
申
し
込
み
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま

す
。
申
込
書
は
各
市
民
局
窓
口
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

　テレビの調査会社やアンテナ工事業者を装って、地上デジタル放送
を受信するための費用を不正に請求する、工事の勧誘を行うなど、悪
質商法による被害がおきています。 
　地上デジタル放送に関する誤った情報や不十分な情報にもとづいて
関連商品・サービスを売りつける悪質商法にご注意ください。 

●頼んでいない要件や知らない要件・一方的な要件は、はっきり断りましょう 
●どんな要求をされても、自分の判断でお金は払わない 
●絶対に部屋に上がらせない 
●「不審者」と思ったら、110番 

怪しいと思ったときの対処法 

2011年7月24日までにアナログ放送が終了します。 

を見るには デジタル放送 
デジタル受信機器を用意しましょう 

デジタルチューナー内蔵テレビ 
（液晶テレビ・プラズマテレビなど） 

従来のアナログテレビでも、デジタルチ
ューナー、またはデジタルチューナー内
蔵録画機を取り付ければ視聴できます。 
ただし、お使いの受信機によって画質な
どは異なります。 

デジタルチューナー 

アナログテレビ 

デジタルチューナー内蔵録画機 
※チューナーによって機能が異なります。 

または 

これらの工事の完了後、サービスごと（ケーブルテレビ・光インターネット）に改めて次の工事に伺います。 

ブロードバンドネットワーク事業 

光ケーブル引き込み工事 
概要を 

お知らせします 

京
丹
後
市
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ト
や 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
始
ま
る

利
用
始
ま
る 
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ト
や 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
始
ま
る

利
用
始
ま
る 
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
始
ま
る 
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除
　
　
雪 

除
雪
・
ま
ち
の
情
報 

　
今
年
も
冬
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
本
年
度
の
「
除
雪
計
画
」
を
策
定

し
、
市
内
の
業
者
の
か
た
や
地
区
へ
委
託
し
て
除
雪
を
行
い
ま
す
。 

　
除
雪
期
間
は
十
二
月
一
日
〜
三
月
十
五
日
の
三
か
月
半
で
、
積
雪
量
が
一
〇
㌢
以
上
の

場
合
、
原
則
午
前
五
時
か
ら
出
動
し
ま
す
。 

建
設
部
管
理
課
（
蕁
六
九
ー
〇
五
一
〇
） 

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

国
・
府
道
路
管
理
者
で
あ
る 

京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所
管
理
室 

（
蕁
〇
七
七
ニ
ー
二
ニ
ー
三
二
四
五
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
今
年
度
の
京
丹
後
市
の
除
雪
作
業
は
、
七

十
三
業
者
の
か
た
お
よ
び
六
十
地
区
へ
委
託

し
て
実
施
し
ま
す
。
除
雪
延
長
は
、
京
都
府

か
ら
委
託
さ
れ
た
路
線
を
含
め
二
千
三
百
三

十
三
路
線
、
総
延
長
六
八
一
㌔
で
、
今
年
も

道
路
の
新
設
や
府
か
ら
移
管
さ
れ
た
道
路
が

加
わ
り
、
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
経
済
不
況
が
続
く
中
、
委
託
業
者
の
か
た

や
借
上
機
械
の
減
少
、
ま
た
運
転
員
の
か
た

の
不
足
な
ど
も
重
な
り
、
今
年
度
も
た
い
へ

ん
厳
し
い
状
況
下
で
の
除
雪
作
業
と
な
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
市
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働

し
て
除
雪
を
実
施
す
る
た
め
、
除
雪
機
械
を

地
区
に
貸
し
出
し
、
委
託
業
者

に
代
わ
っ
て
除
雪
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
除
雪
に
つ
き

ま
し
て
は
、
委
託
業
者
の
か
た
、

地
元
の
か
た
、
市
が
一
体
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

     

　
委
託
業
者
の
か
た
や
地
区
の

か
た
に
は
、
寒
い
中
、
早
朝
か

ら
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
雪
の
状
況
に
よ
っ

て
は
作
業
の
遅
れ
な
ど
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
場
合
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。 

　
ま
た
、
除
雪
作
業
を
安
全
か
つ
迅
速
に
行

え
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

      

　
除
雪
作
業
で
の
雪
の
取
り
こ
ぼ
し
、
除
雪

車
通
過
後
の
道
路
脇
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
な
ど

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
コ
ッ
プ
や
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
で
、
ひ
と
か
き
、
ふ
た
か

き
除
雪
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    

　
除
雪
作
業
中
に
車
を
傷
つ
け
た
り
、
脱
輪

横
転
な
ど
の
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
区
間
は
除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

み
な
さ
ん
の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。
や
む
を

得
ず
駐
車
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
、
赤
い
標
識
な
ど

を
立
て
て
く
だ
さ
い
。 

    

　
路
上
に
雪
を
ば
ら
ま
い
た
場
合
、
凍
結
な

ど
に
よ
っ
て
歩
行
者
の
転
倒
、
自
動
車
の
ス

リ
ッ
プ
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
、
た
い
へ

ん
危
険
で
す
。 

     

　
庭
木
や
農
作
物
、
塀
な
ど
を
破
損
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
雪
の
下
に
何
か
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
、
竹
竿
に
赤
い
旗
を
つ

け
る
な
ど
、
目
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
、
獣
害
対
策
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
電
気
柵
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
も
、
除

雪
の
際
、
破
損
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
除
雪
期
間
ま
で
に
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
除
雪
作
業
で
玄
関
前
な
ど
雪
の
取
り
残
し

が
で
き
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
除
雪
車
の
後
に
つ
い
て
歩
く
の
は
た
い

へ
ん
危
険
で
す
か
ら
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ

い
。 

    

　
降
雪
時
に
路
面
に
散
水
す
る
こ
と
に
よ
り

積
雪
量
を
抑
制
さ
せ
る
消
雪
装
置
が
峰
山
町
、

網
野
町
、
久
美
浜
町
の
国
・
府
道
の
一
部
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
車
で
の
走
行
の
際
に

は
、
し
ぶ
き
が
飛
び
、
歩
行
者
や
付
近
の
民

家
へ
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
で
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

   

　
所
有
者
の
か
た
が
、
速
や
か
に
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。 

    

　
歩
道
や
路
肩
は
大
型
除
雪
車
で
の
除
雪
は

困
難
で
す
の
で
、
各
家
庭
で
の
除
雪
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

　
必
ず
元
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

　
通
学
の
児
童
生
徒
へ
は
、
特
に
注
意
し
て

運
転
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

▼
除
雪
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は 

▼
消
雪
装
置
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は 

　
新
任
教
師
と
二
十
六
人
の
子
ど
も
た

ち
が
、
食
べ
る
た
め
に
飼
っ
た
ブ
タ
へ

の
愛
情
に
戸
惑
い
な
が
ら
、「
い
の
ち
」

や
「
食
」
と
向
き
合
う
。
白
紙
の
台
本

か
ら
放
た
れ
る
「
言
葉
」
と
「
感
情
」

に
だ
れ
も
が
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
実
話

の
映
画
化
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
、
一

緒
に
悩
み
な
が
ら
成
長
す
る
新
任
教
師
・

星
先
生
を
演
じ
た
の
は
、
今
回
教
師
役

に
初
挑
戦
の
若
手
実
力
派
俳
優
の
妻
夫

木
聡
さ
ん
で
す
。 

　お互いを認め合うことや思いやりの気持ちの大
切さなど、人権の尊重について考えていただく「人
権啓発映画会」を開催します。 

京丹後市 

先着順230人まで入場できます。（入場無料） 
※入場者が230人を超えた場合、入場をお断りすることが 
　ありますが、ご理解をお願いします。 
※駐車場は、大宮庁舎および大宮中学校をご利用ください。 

12月19日 日時 
開場／16：00 
上映／17：00

場所 アグリセンター大宮 多目的 ホール 大宮町口大野228-1（大宮庁舎横） 

人権啓発映画会 

監督：前田　哲 
主演：妻夫木 聡・大杉　蓮 

ブタがいた教室 上映作品 

協　　力 京丹後市人権啓発推進協議会 

お問い合わせ先 市民課（蕁69-0210） 

土 

「
ひ
と
か
き
、

「
ひ
と
か
き
、 

　
ふ
た
か
き
運
動
」

　
ふ
た
か
き
運
動
」
に 

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

「
ひ
と
か
き
、

「
ひ
と
か
き
、 

　
ふ
た
か
き
運
動
」

　
ふ
た
か
き
運
動
」
に 

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

「
ひ
と
か
き
、 

　
ふ
た
か
き
運
動
」
に 

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

▼
道
路
上
に
は
自
動
車
な
ど
を 

　
　
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い 

▼
屋
根
の
雪
を 

　
道
路
上
に
お
ろ
し
た
と
き
は 

　
各
自
で
排
雪
し
て
く
だ
さ
い 

▼
積
雪
が
多
く
な
る
と 

　
路
上
以
外
に
雪
を 

　
押
し
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す 

▼
消
雪
パ
イ
プ
で
散
水
中
は 

　
自
動
車
は
最
徐
行
し
て
く
だ
さ
い 

▼
除
雪
車
の
通
行
を
妨
げ
る 

　
た
け
や
木
な
ど
は 

▼
歩
道
や
路
肩
の
除
雪
に 

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

▼
排
雪
の
た
め
に 

　
溝
ぶ
た
な
ど
を
開
け
た
と
き
は 

市
民
の
み
な
さ
ん
に

市
民
の
み
な
さ
ん
に 

お
願
い
し
た
い
こ
と

お
願
い
し
た
い
こ
と 

市
民
の
み
な
さ
ん
に

市
民
の
み
な
さ
ん
に 

お
願
い
し
た
い
こ
と

お
願
い
し
た
い
こ
と 

市
民
の
み
な
さ
ん
に 

お
願
い
し
た
い
こ
と 

▼
積
雪
時
の
自
動
車
の
運
転
は 

　
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
て
く
だ
さ
い 

安心・安全な冬を過ごすため 
除雪へのご協力をお願いします 
安心・安全な冬を過ごすため 
除雪へのご協力をお願いします 
安心・安全な冬を過ごすため 
除雪へのご協力をお願いします 
～除雪期間（12月1日～3月15日）は 
　　　　  積雪10cm以上で出動します～ 



　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一

方、お名前や住所などの連絡先

の記入のないものにつきまして

は、市のホームページおよび広

報紙でお答えすることとしてい

ます。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

平成21年12月 平成21年12月 

ご  

意  

見  

箱 

ご  

意  

見  

箱 

31 30

路肩の草刈り風景 

　 

  

　
弥
栄
町
で
学
区
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
運

動
会
で
す
が
、
他
の
学
区
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
の
居
住
し
て
い
る
学
区
は
参
加
す
る

人
も
少
な
く
、
フ
ル
で
出
場
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
小
・
中
学
校
は
学
校
行
事
に
な

る
た
め
、
そ
の
保
護
者
が
中
心
に
な
っ
て
出

て
い
ま
す
。
保
護
者
以
外
の
区
民
は
あ
ま
り

参
加
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
運

動
会
に
魅
力
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
土
・
日
が
仕
事
の
人
も
多
い
で
す
。

お
子
さ
ん
が
在
学
中
は
私
も
含
め
て
義
務
で

行
っ
て
い
る
か
た
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
お
子
さ
ん
が
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
ら
参
加
さ
れ
な
い
か
た
が
多
い
の
は
、
や 

           

は
り
仕
方
な
く
参
加
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
正
直
、
雨
で
中
止
に

な
る
と
喜
ぶ
か
た
の
方
が
多
い
で
す
。
京
丹

後
市
に
な
っ
た
時
点
で
、
や
め
て
ほ
し
か
っ

た
行
事
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
女
性
】 

     

　
区
民
運
動
会
は
、
地
区
の
自
主
的
な
取
り

組
み
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
の
行

事
と
し
て
「
人
口
が
少
な
く
な
り
各
種
の
行

事
も
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
で

き
る
だ
け
多
く
の
か
た
の
参
加
を
得
て
元
気

を
出
し
た
い
」
と
の
趣
旨
で
計
画
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

　
弥
栄
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
、
毎
年
、
小

学
校
区
ご
と
（
五
校
区
）
に
区
民
運
動
会
が

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
、
弥
栄
町

区
長
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
各
地
区
公
民
館
（
五
地
区
公
民
館
）

が
主
催
者
と
な
り
開
催
さ
れ
た
と
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。 

　
区
民
運
動
会
は
年
に
一
度
、
校
区
内
の
老

若
男
女
が
一
堂
に
集
い
、
親
睦
と
交
流
を
深

め
る
好
機
で
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な

公
民
館
活
動
の
一
つ
で
す
。
今
後
よ
り
多
く

の
地
域
の
か
た
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
地

区
公
民
館
と
連
携
し
、
ご
指
摘
も
真
摯
（
し

ん
し
）
に
受
け
止
め
、
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
要
望
も
把
握
し
な
が
ら
内
容
の
充
実

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
社
会
教
育
課
】 

    

　 　
各
種
の
相
談
窓
口
が
平
日
し
か
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
関
し
て
た
い
へ
ん
困
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
市
営
住
宅
に
関
す
る
こ
と

や
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
す
る
こ

と
な
ど
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
無
記
名
】 

    

　 　
ご
意
見
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
各
種
の
相

談
窓
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
日
の
日
中
の

み
の
開
設
と
な
っ
て
お
り
、
ご
不
便
を
お
掛

け
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
お
侘
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
状
で
は

職
員
の
人
員
体
制
な
ど
の
関
係
で
、
直
ち
に

夜
間
や
休
日
の
相
談
窓
口
の
開
設
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
要
望
を
今
後
と
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る
か
研
究
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
お
仕
事
の
関
係
で
窓
口
相
談
の
時
間
内
に

お
越
し
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
昼
食
時
な

ど
の
休
憩
時
間
に
電
話
を
い
た
だ
く
か
、
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
用
さ
れ
て
い
る
か

た
は
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
連
絡
い
た
だ
く

こ
と
で
、
ご
相
談
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。 

　
な
お
、
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
、
印
鑑
証
明

書
な
ど
の
交
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
峰
山
市

民
局
に
お
い
て
毎
週
木
曜
日
に
午
後
七
時
ま

で
窓
口
を
延
長
し
て
い
ま
す
。（
祝
日
、
十

二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日
を
除
き
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
企
画
政
策
課
】 

      

　
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
十
月
号
の
三
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
商
工
業
の
活
性
化
を

図
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
実
施
」

で
す
が
、
対
象
事
業
者
が
京
丹
後
市
商
工
会

会
員
の
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

ま
せ
ん
。 

　
同
じ
よ
う
に
税
金
を
払
い
、
同
じ
よ
う
に

京
丹
後
市
で
事
業
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
京
丹
後
市
が
実
施
す
る
助
成
金
を
、
商

工
会
に
加
入
し
て
い
な
い
一
般
の
事
業
者
が

利
用
で
き
な
い
と
言
う
の
は
不
公
平
だ
と
思

い
ま
す
。 

　
不
公
平
と
感
じ
ま
す
の
で
、
広
報
へ
の
掲

載
も
配
慮
が
ほ
し
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
・
男
性
】 

   

　 　
国
で
の
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に

際
し
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
、
道
路
を
中
心
と
し
た
取
り

組
み
を
支
援
す
る
、
地
域
活
力
基
盤
創
造
交

付
金
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は

こ
れ
を
財
源
と
し
て
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道

通
行
料
へ
の
助
成
を
す
る
こ
と
に
よ
る
、
市

内
商
工
業
の
活
性
化
と
同
自
動
車
道
の
利
用

促
進
を
図
る
「
社
会
実
験
」
を
、
商
工
会
に

委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
あ
く
ま
で
社
会
実
験
と
い

う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
市
内
全
事
業
者
を
対

象
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
の
予
算
を
財

源
の
柱
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
・
府
と
事

前
協
議
を
重
ね
る
中
で
、
市
内
の
商
工
業
の

事
業
所
数
約
五
千
八
百
の
内
、
約
二
千
八
百

事
業
所
が
商
工
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
事
業
に
よ
り
市
内
商
工
業
者
の

お
よ
そ
半
数
を
対
象
と
し
た
、
有
効
な
調
査

が
で
き
る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。 

　
会
員
事
情
に
精
通
し
た
商
工
会
に
、
連
携
・

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
社
会
実
験
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
産
業
関
連
団
体
な
ど
を
メ
ン

バ
ー
と
し
た
「
京
都
縦
貫
自
動
車
道
チ
ャ
レ

ン
ジ
ユ
ー
ス
推
進
協
議
会
」
で
意
見
交
換
を

行
い
、
効
果
が
確
認
で
き
れ
ば
、
今
後
の
助

成
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
資
源
の

強
み
を
生
か
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
道
路
交
通
網
の
有
効
活
用
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
京
都
縦
貫
自
動
車
道
を
利
用
し
た
、

広
域
交
流
へ
の
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
繋

げ
る
、
社
会
実
験
と
し
て
の
こ
の
助
成
制
度

に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
広
報
紙
で
掲
載
し
ま
し
た
ご
指
摘

の
記
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
へ
詳
細
な
情
報
が
伝
え
き
れ
ず
、
た

い
へ
ん
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
常
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
広
報
紙
に
対
す
る
ご

意
見
、
ご
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
秘
書
広
報
広
聴
課
　
蕁
六
九
ー
〇
一
一
〇
）

　
　
　【
商
工
振
興
課
】【
秘
書
広
報
広
聴
課
】 

     

　
道
路
に
隣
接
す
る
山
林
か
ら
、
樹
木
な
ど

の
幹
、
枝
、
葉
が
伸
び
て
い
て
交
通
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
夏
季
に
除
草
作
業
は
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
せ
い
ぜ
い
一
㍍
程
度
の
高
さ
ま
で
し

か
刈
り
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
よ
り
高

い
場
所
に
生
え
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
、
降
雪
に
よ
り
低
い
位
置
ま
で

下
が
り
、
さ
ら
に
交
通
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
道
路
上
に
出
て
い
る
こ
れ
ら
の
樹
木
な
ど

は
、
道
路
管
理
者
が
整
理
で
き
な
い
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

     

　
ご
指
摘
の
あ
っ
た
国
府
道
の
道
路
管
理
者

は
京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所
で
あ
り
、
市
よ

り
府
へ
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な

回
答
で
あ
り
ま
し
た
。 

　『
京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所
』 

　「
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
京
都
府
の
管
理
道
路
に
つ
い

て
は
、
府
民
の
み
な
さ
ん
に
快
適
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
要

望
の
除
草
お
よ
び
樹
木
の
伐
採
に
つ
き
ま
し

て
は
、
年
一
回
の
定
期
的
な
除
草
を
行
う
と

と
も
に
、
車
両
な
ど
の
通
行
に
支
障
の
あ
る

箇
所
に
つ
い
て
、
日
常
の
点
検
、
調
査
に
基

づ
き
、
除
草
、
樹
木
の
除
去
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
道
路
な
ど
の
適
切
な
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
府
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
建
設
部
　
管
理
課
】 

 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な
ど

を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

国
府
道
に
隣
接
す
る
樹
木
な
ど 

に
つ
い
て 

Ｑ 

商
工
業
の
活
性
化
を
図
る
チ
ャ 

レ
ン
ジ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
に
つ 

い
て 

Ｑ 

市
民
の
各
種
相
談
窓
口
に
つ
い
て 

Ｑ 

弥
栄
町
区
民
運
動
会
に
つ
い
て 

Ｑ 
広
報
紙
で
詳
細
な
情
報
が
伝
え 

き
れ
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん 

A

区
民
運
動
会
は
、
親
睦
と
交
流 

を
深
め
ら
れ
る
有
意
義
な
公
民 

館
活
動
で
す 
A

年
一
回
の
除
草
と
、
定
期
的 

な
点
検
、
調
査
が
行
わ
れ
て 

い
ま
す 

A
現
状
で
は
、
直
ち
に
相
談
窓
口 

の
開
設
は
難
し
い
と
考
え
て
い 

ま
す 

A
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　京丹後市では、平成9年 3月 31日から下水道の一部が供用開始されており、現在も整備区域の拡大を進

めています。このコーナーは、下水道が整備されている地域で、下水道への接続がいっそう図られるよう、

市民のみなさんの「下水道」に対する理解をいっそう深めていただくことを目的に、「下水道」の接続につ

いてお知らせします。 

　今回は「下水道の使用上の注意」についてご案内します。 

　下水道は何を流してもいいというものではありません。下水道は、みんなで使う公共の財産です。下水道

を使う一人一人がルールを守って正しく使いましょう。 

第 4回 

　
マ
ン
ホ
ー
ル
、
公
共
ま
す
の
「
ふ

た
」
を
開
け
る
こ
と
は
非
常
に
危
険

で
す
。 

　
人
身
事
故
や
大
雨
の
と
き
に
、
下

水
が
噴
出
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
野
菜
く
ず
や
残
飯
な
ど
は
宅
内
配

管
や
公
共
汚
水
ま
す
を
詰
ま
ら
せ
た

り
、
腐
敗
し
て
悪
臭
の
原
因
に
な
る

ほ
か
、
処
理
場
の
働
き
も
低
下
さ
せ

ま
す
。 

　
食
用
廃
油
は
、
下
水
道
管
に
付
着

し
た
り
、
石
け
ん
と
化
合
し
て
固
ま

っ
た
り
す
る
た
め
に
管
を
詰
ま
ら
せ
、

処
理
場
の
働
き
も
低
下
さ
せ
ま
す
。 

　
富
栄
養
化
防
止
の
立
場
か
ら
洗
剤

を
買
う
と
き
は
、
石
け
ん
や
無
リ
ン
、

合
成
洗
剤
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

　
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
揮
発
性
の
高
い

危
険
物
を
流
す
と
、
大
爆
発
を
起
こ

す
原
因
と
な
り
ま
す
。 

　
ト
イ
レ
で
は
水
に
溶
け
る
紙
を
使

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ト
イ
レ
に
は

紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
、
下
着
、
ビ

ニ
ー
ル
製
品
な
ど
も
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
下
水
道
管
だ
け
で
な
く
、

宅
内
排
水
設
備
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因

に
な
り
ま
す
。 

14日（月）・21日（月）・28日（月）～31日（木）（28日は館内整理日） 

12月の休館日 

1日（金）～５日（火）（5日は館内整理日） 

１月の休館日 

　大宮図書室の絵本のコーナーが広くなり、イメージ
を一新して、よりくつろいでただける雰囲気になりま
した。 
　大宮町善王寺のご出身でニチコン株式会社の創業者
である故平井嘉一郎さんのご遺志による多額のご寄付
により、未来を担う子どもたちに役立つことを祈念し
て、約700冊の絵本やソファー、じゅうたんなどを整
備。ゆっくりとくつろいで、本をご覧いただけるコー
ナーとなりました。 

　「ゴムで遊ぼう！！ビョーンとピョーン」をテーマに、
10月 25 日、「科学あそび教室」を開催しました。大
型絵本の読み聞かせのあと、小枝に輪ゴムをくっつけ
て上下に「ビョーン」と伸ばすと、みんなの思い思い
に描いた絵がトットットと落ちていったり、半分に折
った紙に描いた絵がゴムの力で「ピョーン」とひっく
り返るなど、輪ゴムの不思議を味わい、楽しいひとと
きを過ごしました。 

　弥栄図書室は、弥栄地域公民館の 1階にあります。
弥栄市民局、弥栄病院が近くにありとても来館しやす
い場所にあります。 
　毎月第3木曜日は、乳幼児対象のおはなし会、第3
土曜日は、ボランティアのみなさんによる幼児～小学
生対象の読み聞かせ会、年2回（春・秋）のお楽しみ
会を開催しています。より多くの市民のみなさんに気
軽に利用していただける図書室をめざしてサービスに
努めています。 

　「峰山読み聞かせ推進活動実行委員会（事務局峰山
図書館）」の主催で、10月 18 日、絵本作家の田島征
彦さんの講演会が開催されました。 
　落語絵本や体験をもとにした作品が誕生するまでの
秘話などの心に染みるお話と、『じごくのそうべえ』
など自作絵本の原画スライドを使った読み語りで、約
100人の参加者は「田島ワールド」に浸り、楽しい時
間を過ごしました。参加者からは「心に残る感動的な
講演会だった」などの感想が多く寄せられました。 

丹後図書室 

峰山図書館 

※休館日は、12月10日以降から1月10日までを掲載 
　しています。 

下水道 下水道 下水道 接続のご案内 接続のご案内 接続のご案内 

水
洗
ト
イ
レ
に
は 

　
水
に
溶
け
る
紙
を 

マ
ン
ホ
ー
ル
の 

「
ふ
た
」
を
開
け
な
い
で 

危
険
物
は 

下
水
に
捨
て
な
い
で 

洗
剤
の
使
用
に
は 

ご
注
意
を 

天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
の 

廃
油
を
流
さ
な
い
で 

台
所
の
調
理
く
ず
を 

流
さ
な
い
で 

12

34

56

市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

大宮図書室 
「くつろぎのコーナー」を整備 

市立図書館のご紹介 

絵本作家 
田島征彦さんによる 
　　　講演会を開催 

「科学あそび教室」を開催 

弥栄図書室 弥栄図書室 弥栄図書室 

上下水道部下水道整備課（蕁 69-0550） 
 Eメールアドレス gesuido@city.kyotango.kyoto.jp

上下水道部普及推進・料金課（蕁 69-0540） 
 Eメールアドレス fukyu@city.kyotango.kyoto.jp

下水道接続に関するお問い合わせ先 下水道使用料に関するお問い合わせ先 
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■お問い合わせ先 

蕁 0772-83-9050
URL　www.1-pen.net
Eメール　info@1-pen.net

〒 629-3424
京丹後市久美浜町蒲井522-1

延べ床面積 

温泉湧出量 

構　　　造 木造平屋建て 

870.48平方メートル 

498㍑毎分 

泉温 35.4℃ 

施設の概要 

市内を中心に京阪神などから約50人が参加 

木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
か
ら
還
暦 

を
迎
え
る
か
た
へ
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ 

竣工を祝いテープカット 

　
久
美
浜
町
の
蒲
井
・
旭
地
域
の
振
興
を
め
ざ
し
、
同
地
域
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て

整
備
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
新
た
な
温
泉
宿
泊
施
設
「
い
っ
ぺ
ん
庵
」
が
完
成
し
、
十
月
二
十

三
日
、
竣
工
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
施
設
は
、
大
浴
場
や
露
天
風
呂
の
ほ
か

に
、
七
室
あ
る
離
れ
に
は
す
べ
て
、
源
泉
掛

け
流
し
の
ヒ
ノ
キ
の
内
湯
と
露
天
の
長
州
風

呂
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
京
丹
後
市
と
同
地

域
の
み
な
さ
ん
と
で
平
成
十
八
年
二
月
に
策

定
し
た
「
京
丹
後
市
蒲
井
・
旭
地
域
振
興
計

画
」
に
基
づ
き
実
施
。
地
元
の
み
な
さ
ん
で

組
織
す
る
「
株
式
会
社
風
蘭
」
を
設
立
し
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
建
設
費
な

ど
は
、
〝
同
地
域
の
振
興
の
た
め
〞
と
し
て

関
西
電
力
株
式
会
社
か
ら
受
け
た
寄
付
金
を

財
源
と
す
る
「
蒲
井
・
旭
地
域
振
興
基
金
」

が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
同
地
域
で
は
昨
年
、
同
じ
く
京
丹
後

市
蒲
井
・
旭
地
域
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
日

本
海
を
一
望
で
き
る
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
制
作

を
実
施
。
さ
ら
に
、
都
市
部
の
か
た
が
野
菜

づ
く
り
な
ど
を
体
験
で
き
る
滞
在
型
市
民
農

園
施
設
「
ク
ラ
イ
ガ
ル
テ
ン
」
の
整
備
も
遊

休
農
地
な
ど
を
活
用
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
地
域
で
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

観
光
資
源
を
活
用
し
、
体
験
型
・
滞
在
型
観

光
を
推
進
す
る
な
ど
、
市
全
体
の
交
流
人
口

の
増
加
を
め
ざ
し
取
り
組
ま
れ
る
予
定
で
す
。 

　
地
域
住
民
自
ら
が
地
域
活
力
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町
」（
小
倉
剛
成
理
事
長
）の
主

催
に
よ
る
「
六
十
の
つ
ど
い（
還
暦
式
）」
が
、十
月
二
十
四
日
、丹
後
地
域
公

民
館（
丹
後
町
間
人
）で
開
催
さ
れ
、丹
後
町
在
住
で
今
年
度
に
還
暦
を
迎

え
ら
れ
る
か
た
な
ど
約
五
十
人
が
出
席
さ
れ
、新
た
な
門
出
を
祝
し
ま
し
た
。 

　
六
十
の
つ
ど
い
（
還
暦
式
）

は
、
還
暦
を
迎
え
る
か
た

同
士
が
交
流
を
深
め
、「
ま

す
ま
す
積
極
的
な
生
き
方

の
創
造
」
と
「
地
域
の
活

性
化
」
を
め
ざ
す
取
り
組

み
で
す
。
対
象
は
、
昭
和

二
十
四
年
四
月
二
日
〜
昭

和
二
十
五
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
丹
後
町
在
住
お
よ

び
間
人
・
宇
川
中
学
校
を

卒
業
さ
れ
た
か
た
で
、
み

な
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
培

っ
て
こ
ら
れ
た
知
識
や
経

験
な
ど
の
さ
ら
な
る
習
熟
や
、

新
た
な
技
能
の
修
得
を
図

る
た
め
の
生
涯
学
習
」
お

よ
び
「
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
地
域
参
画
」
の
き
っ
か

け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
式
典
で
は
、
小
倉
理
事

長
が
「
こ
れ
か
ら
の
高
齢

化
社
会
を
ど
の
よ
う
に
生

き
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
も
、
考
え
て

も
ら
え
る
一
助
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
が
地
域

の
活
性
化
の
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹

後
町
」
の
事
務
局
か
ら
は
、

「
丹
後
で
生
活
さ
れ
て
い
る

か
た
も
そ
う
で
な
い
か
た
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ふ
る

さ
と
の
た
め
に
ご
活
躍
い

た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
男
性
長
寿
日
本

一
の
木
村
次
郎
右
衞
門
さ

ん
（
丹
後
町
中
野
）
か
ら

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
も
披
露
。

還
暦
を
迎
え
ら
れ
る
か
た

へ
「
そ
の
日
そ
の
日
を
完

全
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
苦
に
す
る
な
嵐
の

後
に
日
和
あ
り
。
何
ら
苦

に
す
る
こ
と
や
悲
観
す
る

必
要
は
な
い
と
存
じ
ま
す
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

　
式
典
に
参
加
さ
れ
た
か

た
の
中
に
は
、「
中
学
校
卒

業
以
来
に
再
会
す
る
か
た

も
い
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
多
く
の
人
と
の
交
流

を
深
め
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

回数券の種類 
普通回数券 11回分　2,000円（１回あたり182円） 

昼間回数券 13回分　2,000円（１回あたり154円） 
使用は、10：00～16：00の間に降車する場合に限ります。 

通学回数券 13回分　2,000円（１回あたり154円） 
学生証をご提示ください。 

好評発売中 

お得・便利 
お得・便利 

商 品 内 容 
★北近畿タンゴ鉄道線内の全区画、特急
列車を含めた全ての列車において、連
続する２日間（土曜・日曜・祝日のみ）、
自由席が乗り放題。 

お問い合わせ先：北近畿タンゴ鉄道（蕁0772-22-8571） 

竣 工 

蒲井温泉「長者の湯」 蒲井温泉「長者の湯」 
田舎の隠れ宿 田舎の隠れ宿 

蒲井・旭地域の振興に向けて 蒲井・旭地域の振興に向けて 

木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん 

か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ 

60
の
つ
ど
い

の
つ
ど
い
（
還
暦
式
）

（
還
暦
式
）
を
開
催

を
開
催 
60
の
つ
ど
い

の
つ
ど
い
（
還
暦
式
）

（
還
暦
式
）
を
開
催

を
開
催 
60
の
つ
ど
い
（
還
暦
式
）
を
開
催 

NPO法人 
　気張る！ 
　　ふるさと丹後町 

ま
す
ま
す
積
極
的
な
生
き
方
の
創
造
と 

地
域
の
活
性
化
に
向
け 
ま
す
ま
す
積
極
的
な
生
き
方
の
創
造
と 

地
域
の
活
性
化
に
向
け 

市内初 市内初 

市
全
体
の 

　 

交
流
人
口
増
加
を
推
進 

市
全
体
の 

　 

交
流
人
口
増
加
を
推
進 

丹海バス 丹海バス 丹海バス 
車内で回数券をお買い求めいただけます 車内で回数券をお買い求めいただけます 車内で回数券をお買い求めいただけます 

お値段／おとな2,500円　こども1,250円 

北近畿タンゴ鉄道 北近畿タンゴ鉄道 北近畿タンゴ鉄道 「まるごと丹後 
　　　乗り放題きっぷ」 

「まるごと丹後 
　　　乗り放題きっぷ」 
「まるごと丹後 
　　　乗り放題きっぷ」 

2days2days2days お得・便利 
お得・便利 
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　男　　29,997人（－25） 
　女　　32,007人（－23） 
　計　　62,004人（－48） 
世帯数　22,152世帯（－8） 
（11月1日現在・（ ）内は前月比） 

人口・世帯数 

着ぐるみを身にまとい力走 ゴール前でパフォーマンス 

秋
晴
れ
の
空
の
下
走
り
出
す
選
手
の
み
な
さ
ん 

　
十
月
二
十
五
日
、
市
役
所
峰
山
庁
舎
周
辺
で
「
第
一
回
京
丹
後
市
車

い
す
駅
伝
大
会
」（
主
催
・
京
丹
後
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
　
日
下

進
会
長
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
取
り
組
み
に
ひ
か
れ
集
ま

っ
た
十
五
チ
ー
ム
七
十
五
人
の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
慣
れ
な
い
車

い
す
の
操
作
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
笑
顔
で
約
一
・
二
㌔
の
コ
ー
ス

を
力
走
し
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
車
い
す
駅
伝
競

技
を
と
お
し
て
障
害
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

車
い
す
を
体
験
す
る
こ
と
で
地

域
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

を
図
り
、
ま
た
参
加
さ
れ
る
み

な
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

障
害
者
の
み
な
さ
ん
の
社
会
参

加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
競
技
は
、
市
役
所
峰
山
庁
舎

玄
関
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

地
点
と
し
て
、
小
西
川
沿
い
を

ぐ
る
り
と
回
る
約
一
・
二
㌔
の

コ
ー
ス
を
五
人
で
リ
レ
ー
す
る

か
た
ち
で
実
施
。
障
害
者
団
体

や
福
祉
団
体
、
中
学
・
高
校
生
、

市
議
会
議
員
、
市
役
所

職
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
が
参
加
さ
れ
、
中

に
は
着
ぐ
る
み
を
着
用

す
る
チ
ー
ム
や
、
車
い

す
を
風
船
な
ど
で
飾
り

付
け
て
挑
む
チ
ー
ム
も

あ
り
、
参
加
者
に
も
沿

道
で
見
守
る
か
た
が
た

に
も
笑
顔
の
絶
え
な
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
ま
た
同
大
会
は
、
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
る
た
め
、
単
に
速
さ

を
競
う
の
で
は
な
く
、
競
技
前
に

あ
ら
か
じ
め
予
測
し
申
告
し
て
お

い
た
ゴ
ー
ル
ま
で
の
所
要
時
間
と
、

実
際
の
所
要
時
間
と
の
差
に
よ
っ

て
順
位
を
決
め
る
方
式
を
採
用
。

そ
の
た
め
ゴ
ー
ル
を
急
ぐ
必
要
が

な
く
、
応
援
の
か
た
と
一
緒
に
走

っ
た
り
、
ゴ
ー
ル
前
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
と
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
競
技
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
さ
れ
た
か
た
は
「
車
い
す

に
は
初
め
て
乗
っ
た
が
、
ま
っ
す

ぐ
走
る
だ
け
で
も
本
当
に
難
し
い
。

普
段
歩
い
て
い
る
と
き
に
は
気
に

も
し
な
い
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た

段
差
や
坂
道
で
も
、
車
い
す
だ
と

す
ご
く
辛
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

京
丹
後
市
車
い
す
駅
伝

京
丹
後
市
車
い
す
駅
伝 

京
丹
後
市 

車
い
す
駅
伝
大
会  

初
開
催 

京
丹
後
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会 

障
害
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る 




